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１ 平成１９年度業務実績について.

（１）評価の視点

独立行政法人国立病院機構は、国立病院・療養所（国立高度専門医療センター及び

ハンセン病療養所を除く ）の業務を承継して平成１６年４月に新たに独立行政法人と。

して発足したものである。

今年度の国立病院機構の業務実績の評価は、平成１６年４月に厚生労働大臣が定め

た中期目標（平成１６年度～２０年度）の第４年度（平成１９年４月～２０年３月）

の達成度についての評価である。

当委員会では 「厚生労働省所管独立行政法人の業務実績に関する評価の基準」等に、

基づき、平成１８年度までの業務実績の評価において示した課題等、さらには、独立

行政法人整理合理化計画(平成１９年１２月２４日閣議決定)、総務省政策評価・独立

行政法人評価委員会から寄せられた意見や取組方針も踏まえ、評価を実施した。

なお、本評価に当たっては、本部からの実績報告とヒアリング等の部会審議に先立

って一部の病院（※）の視察も行い、その結果も踏まえつつ評価を行った。

（※）東埼玉病院、埼玉病院

（２）平成１９年度業務実績全般の評価

国立病院機構は、安全で質の高い医療を効率的に提供していくことが求められてい

る。具体的には、国の医療政策を踏まえつつ患者の目線に立った適切な医療を提供す

る診療事業、国立病院機構のネットワークを活用した臨床研究事業、質の高い医療従

事者を養成する教育研修事業等を安定的な経営基盤を確立しつつ効率的・効果的に運

営していくことを目指している。

独立行政法人に移行後４年度目にあたる平成１９年度においては、初年度から取り

組まれた病院長の裁量・権限の拡大等を通じた業務進行状況の迅速な把握と業務改善

への努力により、全体として着実に中期目標を達成していることが伺える実績となっ

ている。

特に積極的な業務運営の効率化と収支改善に向けた取組は、中期目標に掲げる経常

収支に係る目標を４期連続して達成したことに加え、これまでの実績を大きく上回る

純利益（２３９億円）を計上するなど特段の実績を上げている。こうした全体として

の大きな成果は、理事長のリーダーシップの下に、各病院長をはじめ職員が懸命な経

営努力をした結果であり、ＱＣ活動(病院職員が自施設内の課題に応じて小グループを

構成し、業務の質の向上を目指して取り組む自主的活動)などに代表される職員の意識

改革がもたらしたものと高く評価する。ただし、個々の病院に目を向けると、不採算

な医療分野を担う側面はあるものの、赤字体質となっている病院も見受けられること

から、平成１９年度末に経営改善計画(再生プラン)を策定した病院においては、同計

画を着実に達成するよう更なる収支改善に向けた努力を望むとともに、それ以外の病

院、本部においても継続した努力を望みたい。

また、平成１９年度においては、セカンドオピニオンの専門窓口の設置病院の増加

や全病院における医療相談窓口の設置及びＭＳＷの大幅な増員、患者の利便性を考慮
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した多様な診療時間の設定、更には地域連携クリティカルパスの活用など質の高い医

療の提供について着実に実績を上げている。

さらに、国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究活動やＥＢＭ(根拠に基づ

く医療)の推進に向けた取組が順調に進捗しているほか、質の高い治験の推進に向けた

取組も大いに実績を上げている。

今後とも、患者の目線に立った良質な医療と健全な経営とのバランスがとれた一層

の取組を期待したい。

なお、国立病院機構の契約に関して、平成１９年１２月に策定・公表した「随意契

約見直し計画」に沿った取組を着実に実施するとともに、国会等で指摘されている一

般競争入札における高い落札率についても改善すべきことは改善し、独立行政法人と

してより透明性と競争性の高い契約の実施を望みたい。

これらのことを踏まえると、中期目標の４年度目に当たる平成１９年度の業務実績

については、全体としては国立病院機構の設立目的に沿って適正に業務を実施したと

評価できるものである。また、各都道府県の新たな保健医療計画における４疾病、５

事業 に対応する医療機関の明記や、全国的な医師不足への対応として各医療機関(注)

が役割分担する体制づくりが求められている中で、国立病院機構においても、こうし

た医療政策における役割等も踏まえ、全国１４６病院のネットワークを活用して、今

後も積極的に我が国の医療の向上に貢献してゆく姿勢を期待したい。

中期目標に沿った具体的な評価結果の概要については、２のとおりである。個別項

目に関する評価資料については、別紙として添付した。

(注)４疾病：がん、脳卒中、心筋梗塞、糖尿病
５事業：救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療

２ 具体的な評価内容.
（１）診療事業

① 患者の目線に立った医療の提供

インフォームド・コンセント推進について、医療相談窓口を全ての病院に設置

する他、医療従事者による説明・相談体制については、積極的なクリティカルパ

スの活用に伴うわかりやすい治療方針、治療経過の説明やＭＳＷの増員、医療相

談窓口の個室化等がこれまで以上に進み、患者の相談に応じ解決の支援を行うな

ど更なる充実が図られている。

患者満足度調査については、地域の医療ニーズに合わせた多様な診療時間の設

定や待ち時間対策等の各病院における様々な取組の結果、全体として満足度の向

、 、 。 、上は見られたものの 依然として 外来部門については課題も残っている なお

国立病院機構の共同臨床研究として各病院が行う患者サービスと患者満足度との

関連を検証したことについては、本検証の今後の活用を期待したい。

セカンドオピニオン制度については、窓口を開設している病院数が更に増加し

１２３病院(平成１５年度７病院)と充実が図られているが、情報提供数の更なる

増加についても努めてもらいたい。

これらの取組は、患者自身が医療の内容を理解し、治療の選択を自己決定でき
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ることに資する取組であり評価する。

② 患者が安心できる医療の提供

医療倫理の確立については、相談窓口の個室化等患者プライバシーの配慮、適

切なカルテ開示による情報公開、医療事故公表基準の運用による病院運営の透明

性の促進などが行われた。更に、すべての病院に倫理審査委員会、治験審査委員

会が設置され、倫理審査委員会においては、審議内容のホームページ公開を進め

るなどの取組も行っている。

医療安全対策については、国立病院機構全体の基本的方向性を検討する「中央

医療安全管理委員会」の設置や、報告された事故事例等から作成した「医療安全

白書 「警鐘的事例」などは、各病院の医療安全対策を推進する上で評価できる」、

取組である。また、過年度より取り組んできた人工呼吸器の機種や使用医薬品の

標準化も着実に進展している。

これらの取組は、国立病院機構内部はもとより我が国全体の医療倫理、医療安

全対策の向上への貢献も期待されるところであり、患者が安心できる医療の提供

に資するものとして評価する。

救急患者受入数は昨年度に比べると減少しているものの、独法化後の着実な取

組により、平成１５年度に比べ１３．１％増となっており中期目標に掲げる目標

値を達成していることは評価するが、小児救急患者の受入数については目標値を

未達成であることから継続した努力を望みたい。また、自治体等が運営する休日

・夜間の小児急患センターへの医師派遣やドクターヘリ、防災ヘリによる患者搬

送時の医師同乗や搬送患者の受け入れなど、地域の救急医療体制への協力も評価

する。医師の確保等が困難な環境にはあるが、今後とも地域における救急医療体

制の充実に合わせて、国立病院機構に期待される役割に沿った更なる充実を期待

したい。

③ 質の高い医療の提供

クリティカルパスについては、作成数、実施件数ともに初年度より着実に増加

し中期目標に掲げる目標数を大幅に達成していることに加え、平成１９年度にお

いては代表的疾患に関する各病院毎のクリティカルパスの内容のばらつきについ

て分析・検討を開始しており、このことはパスの標準化とともに良質かつ患者に

とってわかりやすい医療の標準化への取組として評価する。

また、ＥＢＭ推進に向けた取組は、臨床評価指標の開発、ＥＢＭ普及のための

研修会の実施、多施設共同臨床研究、電子ジャーナルの配信など、各般にわたり

努力しており、国立病院機構のネットワークを活用した取組や成果としても評価

する。

なお、これらは医療の標準化に資する取組でもあり、このような活動について

は、ホームページによる公開だけでなく積極的に学会やメディアを通じて情報発

信していくことも重要である。

重症心身障害児(者)等の長期療養者のＱＯＬの向上については、療養介助員の

増員による日常生活のケアに関する介助サービス提供体制の強化や、人工呼吸器
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による医療事故防止の観点から人工呼吸器の機種の標準化の推進とその手順書の

作成など、その取組を高く評価する。

地域医療機関との病診・病病連携の推進については、紹介率・逆紹介率及び高

額医療機器の共同利用数は、それぞれ中期計画に掲げる目標値を達成している。

その他、地域連携クリティカルパスへの取組、都道府県医療対策協議会等への

参加、助産所の嘱託医療機関としての協力、政府の緊急臨時的医師派遣システム

等への協力等、地域医療に貢献するための各般にわたる努力を評価する。

さらに、国立病院機構の本来目的の一つである政策医療の提供については、結

核や精神医療をはじめ適切に実施されているが、とりわけ、心神喪失者等医療観

察法に基づく指定入院医療機関については、都道府県の病床整備が遅々として進

まない中、全３８７床中２９９床(平成２０年４月１日現在)と８割弱を占めるな

ど、職員の確保等様々な課題を乗り越え国の政策に大きく貢献していることを高

く評価する。

（２）臨床研究事業

ＥＢＭ推進のためのエビデンスづくりについては、大規模臨床研究が順調に進

展している。平成１６年度より開始した５課題については、患者登録が終了し、

一部については学会等で論文発表が行われた。今後、他の課題についても具体的

成果の情報発信を大いに期待する。

高度先端医療技術については 「高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術」など、

５項目について実施するとともに 「浮遊耳石誘導補助具」など１３件の特許等の、

出願を行った。

質の高い治験の推進については、文部科学省及び厚生労働省が策定した「新た

な治験活性化５カ年計画」において、中核病院や拠点医療機関として本部及び５

病院が選定されるなど大学と並び治験実施活動度の高い施設として認定を受ける

などの成果を上げている。

また、治験等に係る標準業務手順書雛形の各病院への通知や、ＣＲＣ配置病院

の増加など治験実施体制の整備等に特段の努力を行い、中期目標に掲げる治験実

施症例数に係る目標値を大幅に上回る成果をあげている。治験に係る受託研究費

も着実に増加している。

これらの国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究や治験の推進は、我

が国の医療の向上への貢献が期待される分野であり、国立病院機構のこれまでの

実績を高く評価するとともに、今後とも積極的、継続的な取組を望みたい。

（３）教育研修事業

国立病院機構においては、医師の臨床研修、看護師等養成などに積極的に取り

組んでいることが認められる。

医師のキャリアパス制度については、初期臨床研修終了後の専門領域の研修制

度としての後期臨床研修制度（専修医制度）の先進的な取組を評価するが、昨年

度も指摘したとおり、同制度が研修医側にどのように受け止められているかなど
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も具体的に把握しつつ、今後の成果につなげていくことも重要である。また、レ

ジデント(いわゆる後期臨床研修医)の受け入れ数の減少に対しても、国立病院機

構独自の「専修医」制度との関係や、昨今の大学医学部(医局)を取り巻く状況変

化が影響しているものと考えられるが、キャリアパスの構築を行い、より魅力的

な研修体制とする必要がある。

看護師のキャリアパス制度については、全病院統一の研修ガイドラインの運用

をはじめ、専任の教育担当看護師長の配置や研究休職制度など様々な施策を講じ

ており充実ぶりが伺える。今後の臨床現場における成果に期待したい。

また、附属看護学校においては、平成１９年度より政策医療全般の内容を盛り

込んだ新たなカリキュラムによる授業を開始するなど、国立病院機構が担う医療

に対する使命感を育む教育にも力を入れている。

その他、ＥＢＭ普及のための研修会等については、参加人数が着実に増加して

いることが確認できるものの、地域の医療従事者に対する研修会の参加人数につ

いては数値目標の達成に向けた努力を望みたい。

（４）災害等における活動

災害等における活動については、計画どおりに研修を実施しているほか、国際

緊急援助を含む災害援助に積極的に参加していることは評価するが、一層の進展

を期待する。

新潟県中越沖地震時には迅速に３病院から医療班を現地に派遣し、医療支援な

どを実施するだけでなく、健康相談チーム及び心のケアチームの派遣を実施して

いる。災害時における活動や災害に備えた人材育成は国立病院機構にとって極め

て重要な業務のひとつであり、今後も一層の貢献を期待したい。

（５）効率的な業務運営体制の確立

本部・ブロック組織の役割分担の明確化、管理体制の再編成については、中期

計画に沿って平成１６年度に組織体制が整備され役割分担が明確化された後、本

部、ブロック組織のそれぞれにおいて効率的な組織運営に努めている。内部監査

の充実や、経営改善計画(再生プラン)策定における支援など、本部職員の貢献も

評価する。

弾力的な組織の構築については、各病院の地域事情や特性を考慮した各部門の

見直しが行われ、特定の課題を担う副院長複数制についても、病院経営、地域医

療連携等の特命事項に加え、平成２０年４月より看護師確保を担当する看護職の

副院長を２病院に配置した。

人員配置の見直しについては、業務量の変化に応じ非常勤職員やアウトソーシ

ングを活用するほか、上位の施設基準取得による収支改善も視野に入れた職員の

配置も適切に行われており評価する。技能職の削減については、計画を上回る実

績を上げているが、不補充後に業務の質が低下しないよう配慮も求めたい。

全職員への人事評価制度については、平成１９年度の試行を踏まえ平成２０年

度から導入されることとなった。国に先行した取組を評価するとともに、各自の
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目標設定において、評価する側とされる側の間で認識の乖離が生じないよう配慮

することも重要であり、職員のモチベーションの向上や組織の活性化に繋がる制

度運用を期待し見守りたい。

再編成業務については、計画に沿って着実に進めている。

（６）業務運営の見直しや効率化による収支改善

① 業務運営コストの節減等

本部で実施している医薬品の共同入札、一部のブロック管内での医療用消耗品

等の共同入札並びに大型医療機器の共同入札は、スケールメリットを活かした取

組を進めている。また、医薬品や診療材料の在庫の適正化にも一層努力し、材料

費率の抑制に効果が現れている。

、 、業務委託については 検査部門や給食業務におけるアウトソーシングの推進や

外部委託契約金額の病院間比較による分析を行うなど費用の削減に努めている。

さらに、建築コストについても、契約実績に基づき平成１８年度に作成した工

事費標準単価及び標準工事価格の品目数の拡大を図り価格の標準化を進め、こう

した標準単価等の活用や審査手順等についても標準化することで、過剰な仕様を

抑制する仕組みを構築しコスト削減に努めている。

こうした各方面での努力が、(７)に記すような大きな収支改善に繋がっている

ものであり、コスト節減については全体として評価する。

一般管理費の節減についても、既に中期目標を大きく上回る節減を達成してお

り、平成１９年度においても目標を大きく上回る節減となっていることは評価す

る。

なお、国立病院機構の契約に関しては、随意契約から一般競争入札への移行な

ど、より適正な方向への取組が行われているものの、依然、その競争性や公正性

に対し厳しい目が向けられている。平成１９年１２月に策定・公表した「随意契

約見直し計画」の着実な実施を望むとともに、国会等で指摘されている一般競争

入札における高い落札率についても、改善すべきことは改善し、今後ともさらに

厳正かつ適切な取組を望みたい。

② 医療資源の有効活用

医療機器については、積極的な広報活動による他の医療機関との共同利用の促

進や、稼働実績の高い病院の取組を情報共有する等の努力により、その稼働総数

が増加している。

病床稼働については、結核患者の新退院基準の実施や医療内容の高度化等の退

院促進による平均在院日数の短縮化により非効率となった病床等を整理・集約す

ることで、効率化が図られている。また、これにより、人材の効率的な配置によ

る上位基準の取得等にも繋がり、人的物的資源の有効活用として高く評価する。

なお、医療機器整備については、必要な整備量を確保しつつ内部資金と財投機

関債(独立行政法人国立病院機構債)を活用することで、独法化後初めて、財政融

資資金からの借入を行わずに投資を行ったことは評価する。
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③ 診療事業以外の事業に係る費用の削減等

臨床研究事業においては、各病院における臨床研究部の設置など基盤整備を進

め、外部競争的資金や受託研究費の獲得に努めており評価する。

教育研修事業においては、授業料等の適正化と効率的な運営により収支率の改

善を図るとともに、国立病院機構が担う医療に対する使命感を育むことを目的に

政策医療全般の内容を盛り込んだカリキュラム改訂を行うなど、経営面だけでな

く教育効果等にも配慮した取組も行われており評価する。

④ 財務会計システムの導入等ＩＴ化の推進及び業務・システム最適化

財務会計システムの活用と改善等を通じて、各病院等において会計処理の迅速

化や精度の向上に取り組んでいるが、これらは、各病院で毎月開催される評価会

での経営状況の把握・分析等の精度を向上させ、結果として適切な経営改善に繋

がるものであり評価する。

「独立行政法人等の業務・システム最適化実現方策」(平成１７年６月２９日各

府省情報化統括責任者(ＣＩＯ)連絡会議決定)に基づき、平成１９年度に策定され

た国立病院機構総合情報ネットワークシステムにおける最適化計画は、業務の効

率化、利便性の向上、経費削減等が見込まれる内容となっており評価する。加え

て、現在、病院毎で異なる医事会計システムの標準化にも着手しており、調達コ

ストの削減はもとより、診療情報の収集・分析の強化に繋がるものであり、その

取組も評価する。

（７）経営の改善

平均在院日数の短縮や地域連携等による上位基準の取得等により、経常収支率

１０３．８％、経常利益２８９億円と４期連続の黒字であるとともに、過年度に

比べても大幅な利益増となり、４年間累積で経常収支率は１０１．５％となって

いる。

こうした結果は、本部の経営指導もさることながら各病院長をはじめ全職員が

懸命な努力をした結果であると高く評価する。

個別病院毎に視点を向けても、平成１６年度では７７病院の赤字病院数が４８

病院まで減少し、赤字額についても２５８億円から１２４億円と大幅に改善され

たことを評価する。

他方、今後の国立病院機構全体の資金繰り等、厳しい経営状況を踏まえ、早急

な経営改善を要する病院毎に経営改善計画(再生プラン)を策定した取組は評価す

るが、その計画目標達成に向けた更なる努力を今後とも注視していきたい。

（８）固定負債割合の改善

国立病院機構発足時に承継した国時代の膨大な負債(約７，６００億円)と老朽

化した病院を数多く抱えながらの経営の中で、建築単価の見直しをはじめとした

様々な経営努力により、病院の機能維持に必要な整備を行いつつ、毎年着実に固
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定負債を減少させ、４年間で１４．５％の減少は高く評価する。

なお、平成１９年度に行った繰上償還についても、将来の債務負担軽減の観点

に立った積極的な取組として評価する。

（９）その他の業務運営等に関する事項

人事に関する計画に関して、先に記した療養介助員の増員のほか、技能職の削

減については計画を上回って進展している。

医師確保対策については、救急呼出待機手当等の給与面での処遇改善や、子育

てをする女性医師の職場環境整備や復職支援を目的にした「女性医師支援モデル

事業」の実施、平成１８年度に創設したシニアフロンティア制度(定年退職予定者

が引き続き在職できる制度)など様々な取組を評価する。なお、国立病院機構にお

いても医師確保に困難を来す病院が多い中で、政府の緊急臨時的医師派遣システ

ムにより岩手県立大船渡病院へ、また北海道からの要請により市立根室病院へ医

師を派遣した実績についても留意しておきたい。

看護師確保対策については、先に記したような、より魅力的なキャリアパス制

度の構築や附属看護学校におけるカリキュラム改訂等により人材の確保、育成に

、 、 。取り組んでおり 今後とも質の高い人材の確保 育成に継続的な努力を望みたい

なお、総人件費改革等による人件費抑制の観点も重要であるが、人員配置の必

要性という点では、国立病院機構には、安全で質の高い医療の確実な提供と国の

医療政策への貢献という課せられた使命があり、その遂行のためには、医師、看

護師をはじめとした有能な人材の確保と育成は欠くことができないものである。

医療現場における過酷な労働実態の緩和や急性期医療における安全・質の向上が

一層求められる中、今後とも、安定した経営基盤のもとに適切な医療の提供が行

えるよう、業務運営体制の効率化に努めた上で、土台となる人材の確保、育成に

努めてもらいたい。

障害者雇用については、業務の委託範囲や業務分担の見直し等により法定雇用

率を達成している努力を評価する。

（１０ 「独立行政法人整理合理化計画」(平成１９年１２月２４日閣議決定)等への対応）

について

① 給与水準の適切性等について

病院医師について国家公務員の給与水準を上回っているが、民間医療機関とは

相当な開きがある。医師確保が切実な問題となっている昨今において、他の医療

機関と遜色ない給与水準に近づけることは必要な措置であると考える。勿論、医

療職種のモチベーションが金銭面だけではないことは自明であり、勤務体制や環

境整備はもとより魅力ある病院づくりも重要な課題である。

② 随意契約の適正化について

「随意契約見直し計画」の進捗は、契約件数の比率では大幅な改善が見られる

が、金額ベースにおいても同計画の確実な実現を望むとともに、国民から疑念を
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もたれることのないよう、適正な契約締結の徹底と内部監査等による問題の発見

・改善に努めることが重要である。

③ 目的積立金について

平成１９年度の利益を目的積立金として申請しないことについては、承認まで

にある程度時間がかかり今中期目標期間中(平成２０年度末まで)の取り崩しが困

難となることや、昨年度承認分の７７億円の目的積立金があること等を鑑み、妥

当であると判断する。また、今後の国立病院機構の資金繰りや老朽化による建替

需要等を考慮し、平成１９年度の積立金については、平成２０年度の損益と合わ

せ次期中期目標期間へ繰り越すことが妥当であることも進言しておきたい。

④ 保有資産について

利用計画のない土地の売却益を過去債務の返済へ充てることについては妥当な

ものと認める。

また、看護師等養成所の再編成による廃止施設等を、看護大学・大学院等の医

療関係者養成施設等関連事業へ貸付するなどの計画を進めているが、当該施策は

保有資産の有効活用として評価する。

⑤ 官民競争入札等の活用状況について

医業未収金の支払案内等の業務を平成２０年１０月から官民競争入札等を利用

し開始する予定であるが、民間事業者の創意工夫・ノウハウを最大限活用するこ

とにより医業未収金の縮減を期待したい。その一方で、国立病院機構自身による

当該事業の状況把握を含めた未収金問題に対する創意工夫は継続的に取り組まれ

たい。

⑥ コンプライアンス体制の整備状況について

国立病院機構においては、これまでも、業務の適正化等を目的とした内部監査

の実施など内部統制を図ってきたが、平成１９年度における「コンプライアンス

推進規程」の制定により、役職員等の役割、院内の各職場において実施する取組

等について明確化を図ったことを評価する。今後においても、職員研修の実施等

による周知徹底とともに、チェックリストの作成や内部監査でのモニタリングの

実施など、一層の内部統制強化に向けた取組を望みたい。
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Ｉ
：

1
4
,
1
5
2
(
3
.
8
%
)
、

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

（
S
P
EC

T
、

ｼ
ﾝ
ﾁ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｰ

：
18

9
(
0
.
2%

）
）

※
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
の

稼
働

件
数

は
、

院
内

で
は

高
機

能
Ｍ

Ｒ
Ｉ

等
へ

の
移

行
、

地
域

で
は

院
外

の
P
E
T
へ

の
紹

介
等

を
進

め
て

い
る

た
め

減
少

。

1
台

あ
た

り
稼

働
数

1
台

あ
た

り
共

同
利

用
数

医
療

機
器

名
平

成
1
5
年

度
平

成
19

年
度

対
1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

平
成

1
5
年

度
平

成
1
9
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

Ｃ
Ｔ

4
,0

5
4

5
,
15

4
1,

10
0

27
.
1%

71
1
55

8
4

1
1
8.

3
%

Ｍ
Ｒ

Ｉ
2
,1

8
9

2
,
66

6
47

7
21

.
8%

90
1
87

9
7

1
0
7.

7
%

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

S
P
EC

T
ｼ
ﾝﾁ

ｸ
ﾞﾗ

ﾌ
ｨｰ

9
7
6

85
3

△
12

3
△

12
.
6%

32
37

5
1
5.

6
%

（
、

）

計
7
,2

1
9

8
,
67

3
1,

45
4

20
.
1%

1
93

3
79

1
8
6

9
6.

4
%

３
．

医
療

機
器

の
稼

動
状

況
の

分
析

、
、

、
、

各
病

院
の

Ｃ
Ｔ

Ｍ
Ｒ

Ｉ
リ

ニ
ア

ッ
ク

及
び

血
管

連
続

撮
影

装
置

の
稼

働
実

績
に

つ
い

て
本

部
で

集
計

・
分

析
し

当
該

機
器

に
携

る
医

師
技

師
等

の
配

置
状

況
や

、
稼

働
件

数
の

高
い

病
院

の
稼

働
件

数
向

上
の

た
め

取
組

等
の

情
報

を
各

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

に
よ

り
、

稼
働

件
数

の
向

上
や

他
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

の
推

進
を

図
っ

た
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
②

病
床

の
効

率
的

な
利

用
の

推
進

②
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進

１
．

病
棟

の
稼

働
状

況
に

応
じ

た
整

理
・

集
約

病
診

連
携

・
病

病
連

携
の

推
進

等
に

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

病
診

連
携

・
病

病
病

診
・

病
病

連
携

に
よ

る
紹

介
率

・
逆

紹
介

率
の

向
上

等
に

よ
り

地
域

に
お

け
る

連
携

体
制

を
強

化
す

る
一

方
で

、
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

化
よ

り
､
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

を
図

る

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
平

均
在

等
に

よ
り

病
床

稼
働

が
非

効
率

と
な

っ
て

い
る

病
棟

や
、

稼
働

率
は

悪
く

は
な

い
が

医
療

内
容

の
高

度
化

等
に

よ
り

退
院

を
促

進
す

る
こ

と
で

不
と

と
も

に
新

規
患

者
数

を
増

加
さ

せ
る

院
日

数
の

短
縮

を
図

る
と

と
も

要
と

な
る

病
床

等
を

整
理

・
集

約
し

病
床

稼
働

の
効

率
化

を
図

っ
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
患

者
数

を
上

回
る

過
大

な
提

供
体

制
に

起
因

す
る

大
幅

な
等

に
よ

り
、

収
支

の
改

善
に

努
め

る
。

に
、

新
規

患
者

数
を

増
加

さ
せ

赤
字

拡
大

を
防

止
す

る
と

と
も

に
、

医
療

内
容

の
充

実
と

医
療

人
材

の
効

率
的

な
配

置
を

図
っ

た
。

る
等

に
よ

り
、

収
支

の
改

善
に

努
め

る
。

（
内

訳
）

集
約

数
ま

た
、

効
率

的
な

配
置

を
行

一
般

病
床

１
３

病
院

６
７

３
床

う
た

め
に

病
棟

の
稼

働
状

況
に

結
核

病
床

５
病

院
２

２
２

床
応

じ
た

病
棟

構
成

の
見

直
し

を
療

養
病

床
検

討
し

、
整

理
・

集
約

の
実

施
精

神
病

床
３

病
院

１
８

９
床

に
努

め
る

。
合

計
２

１
病

院
１

，
０

８
４

床
（

２
３

個
病

棟
）

(
1
)

一
般

病
床

一
般

病
床

に
つ

い
て

は
、

医
療

密
度

の
向

上
に

よ
り

生
ず

る
平

均
在

院
日

数
の

減
と

い
う

積
極

的
な

理
由

や
、

大
学

か
ら

の
医

師
の

引
き

揚
げ

と
い

う
消

極
的

な
理

由
に

よ
り

、
在

院
患

者
が

減
少

し
病

床
稼

働
率

が
著

し
く

低
下

す
る

状
況

が
長

期
化

す
る

病
院

に
お

い
て

、
病

棟
の

整
理

・
集

約
を

図
っ

た
。

当
該

人
員

に
つ

い
て

は
、

病
院

内
の

他
病

棟
で

の
活

用
に

よ
る

上
位

基
準

取
得

や
、

他
病

院
へ

の
異

動
、

新
規

採
用

の
抑

制
等

に
よ

り
、

在
院

患
者

数
に

見
合

っ
た

適
正

な
提

供
体

制
の

確
立

を
進

め
て

い
る

。
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
１

４
個

病
棟

（
６

７
３

床
）

を
休

棟
な

ど
に

よ
り

集
約

し
た

ほ
か

、
結

核
病

床
と

の
ユ

ニ
ッ

ト
化

も
実

施
し

た
。

(
2
)

結
核

病
床

（
新

退
院

基
準

の
実

施
）

結
核

病
床

に
つ

い
て

は
、

結
核

患
者

の
新

退
院

基
準

の
実

施
に

よ
り

、
結

核
の

入
院

患
者

数
及

び
病

床
利

用
率

は
低

下
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
効

率
的

な
病

棟
運

営
の

た
め

、
複

数
の

結
核

病
棟

を
保

有
し

て
い

る
病

院
に

お
い

て
は

、
病

棟
の

休
棟

ま
た

は
廃

止
、

ま
た

、
単

一
の

結
核

病
棟

を
保

有
し

て
い

る
病

院
に

お
い

て
は

、
結

核
病

床
を

一
部

削
減

の
上

、
一

般
病

床
と

の
ユ

ニ
ッ

ト
化

を
行

う
な

ど
の

取
組

み
を

進
め

て
い

る
。

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

５
個

病
棟

（
２

２
２

床
）

を
休

棟
な

ど
に

よ
り

集
約

し
た

ほ
か

、
一

般
病

床
と

の
ユ

ニ
ッ

ト
化

も
１

例
実

施
し

た
。

(
3
)

精
神

病
床

（
急

性
期

型
へ

の
移

行
と

医
療

観
察

法
病

棟
の

実
施

）
精

神
病

床
に

つ
い

て
は

、
国

の
精

神
病

床
に

係
る

方
針

（
１

０
年

間
で

約
７

万
床

（
全

精
神

病
床

の
約

２
５

％
）

削
減

）
を

踏
ま

え
、

既
存

の
精

神
病

棟
に

長
期

入
院

す
る

患
者

を
中

心
に

地
域

移
行

等
を

進
め

病
院

全
体

と
し

て
の

機
能

を
急

性
期

型
に

移
行

を
図

る
一

方
で

、
当

該
集

約
に

伴
い

生
じ

る
看

護
職

員
の

再
教

育
等

を
行

い
、

高
い

密
度

の
精

神
医

療
を

行
う

医
療

観
察

法
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
再

配
置

を
進

め
て

い
る

。
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
医

療
観

察
法

病
棟

を
設

置
す

る
病

院
に

お
い

て
４

個
病

棟
（

１
８

９
床

）
を

削
減

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。

２
．

医
療

の
質

の
向

上
を

伴
っ

た
収

支
の

改
善

、
、

、
、

○
各

病
院

に
お

い
て

地
域

医
療

連
携

の
活

動
強

化
救

急
患

者
等

の
積

極
的

受
入

れ
病

床
管

理
委

員
会

の
運

営
な

ど
の

取
組

み
に

よ
っ

て
病

床
の

効
率

的
な

利
用

及
び

新
規

患
者

数
の

増
加

等
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
紹

介
率

・
逆

紹
介

率
の

向
上

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

推
進

等
に

よ
っ

て
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

等
を

図
り

、
診

療
報

酬
上

の
上

位
基

準
を

積
極

的
に

取
得

す
る

と
と

も
に

、
地

域
医

療
支

援
病

院
及

び
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

新
規

指
定

を
受

け
る

な
ど

、
医

療
の

質
の

向
上

を
伴

っ
た

収
支

の
改

善
に

努
め

た
。

平
成

１
８

年
度

平
成

１
９

年
度

・
地

域
医

療
連

携
室

の
専

任
化

１
０

９
病

院
→

１
１

６
病

院
（

＋
７

病
院

）
・

紹
介

率
４

７
．

４
％

→
５

１
．

１
％

（
＋

３
．

７
％

）
・

逆
紹

介
率

３
３

．
２

％
→

３
６

．
９

％
（

＋
３

．
７

％
）

・
救

急
搬

送
件

数
１

２
７

千
件

／
年

→
１

３
４

千
件

／
年

（
＋

７
千

件
）

・
新

入
院

患
者

数
５

６
１

千
人

／
年

→
５

６
５

千
人

／
年

（
＋

４
千

人
）

・
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
件

数
１

９
３

，
４

５
６

件
→

２
２

６
，

８
４

５
件

（
＋

３
３

，
３

８
９

件
）

・
地

域
医

療
支

援
病

院
１

４
病

院
→

２
３

病
院

（
＋

９
病

院
）

・
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
２

５
病

院
→

３
１

病
院

（
＋

６
病

院
）

・
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
１

病
院

→
２

病
院

（
＋

１
病

院
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

○
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象

病
院

へ
の

移
行

に
よ

る
医

療
の

標
準

化
へ

の
取

組
み

や
医

療
安

全
管

理
体

制
の

充
実

を
図

り
、

安
心

・
安

全
な

医
療

の
提

供
及

び
医

療
の

質
の

向
上

に
努

め
た

。

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象

病
院

平
成

１
８

年
度

２
２

病
院

→
平

成
１

９
年

度
２

２
病

院
（

０
病

院
）

平
成

１
９

年
度

は
準

備
病

院
１

２
病

院

※
平

成
２

０
年

度
：

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
＝

３
０

病
院

、
準

備
病

院
＝

１
６

病
院

・
医

療
安

全
管

理
室

の
専

任
化

平
成

１
８

年
度

１
４

０
病

院
→

平
成

１
９

年
度

１
４

２
病

院
（

＋
２

病
院

）

（
主

な
施

設
基

準
の

取
得

状
況

）

・
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

（
７

：
１

）
→

２
０

病
院

が
新

た
に

取
得

・
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

（
１

０
：

１
）

→
１

２
病

院
が

新
た

に
取

得

・
地

域
連

携
診

療
計

画
管

理
料

→
２

病
院

が
新

た
に

取
得

・
栄

養
管

理
実

施
加

算
→

全
病

院
が

実
施

済

・
外

来
化

学
療

法
加

算
→

２
病

院
が

取
得

・
ニ

コ
チ

ン
依

存
症

管
理

料
→

６
病

院
が

新
た

に
取

得
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
関

す
る

計
画

２
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
関

す
る

事
項

２
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
関

す
る

計
画

２
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
関

す

１
．

医
療

機
器

整
備

の
考

え
方

医
療

機
器

・
施

設
設

備
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

整
備

す
る

医
療

長
期

借
入

等
及

び
自

己
資

金
を

活
用

し
て

、
長

期
債

務
の

縮
減

を
費

用
対

効
果

や
法

人
全

体
の

財
務

を
総

合
機

器
・

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
、

別
紙

４

図
り

つ
つ

、
必

要
な

整
備

量
を

確
（

全
体

的
な

枠
組

み
）

的
に

勘
案

し
て

着
実

に
実

施
す

る
こ

と
。

の
と

お
り

と
す

る
。

保
す

る
と

と
も

に
、

施
設

の
経

営
状

況
を

勘
案

し
た

医
療

機
器

・
施

○
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

７
年

度
に

施
設

の
減

価
償

却
費

と
経

営
状

況
等

を
勘

案
し

た
投

資
の

ル
ー

ル
化

を
図

っ
た

が
、

平
設

設
備

の
整

備
を

行
う

。
成

１
８

年
度

に
お

い
て

は
、

一
定

の
条

件
に

該
当

す
る

黒
字

病
院

の
投

資
枠

の
上

限
を

緩
和

す
る

と
と

も
に

、
当

該
枠

の
設

定
時

期
を

３
か

月
早

め
る

こ
と

と
し

た
。

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

総
額

約
２

１
０

億
円

の
投

資
枠

を
設

定
し

各
病

院
の

医
療

機
器

の
計

画
的

更
新

と
医

療
内

容
の

充
実

、
投

資
回

収
の

早
期

化
を

図
っ

た
。

○
通

常
の

投
資

枠
の

他
に

、
地

域
医

療
体

制
の

変
動

等
に

よ
り

新
た

な
診

療
科

を
設

け
る

必
要

が
あ

る
場

合
な

ど
に

、
収

支
が

確
保

さ
れ

る
範

囲
内

で
、

追
加

的
に

投
資

枠
を

用
意

す
る

仕
組

み
を

整
備

し
、

各
病

院
の

機
動

的
な

体
質

変
換

を
支

援
し

て
い

る
。

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

５
病

院
を

対
象

に
計

３
．

６
億

円
の

追
加

枠
を

設
定

し
、

対
象

病
院

の
活

性
化

、
地

域
医

療
の

向
上

に
つ

な
げ

て
い

る
。

（
本

部
の

関
与

・
支

援
）

○
定

め
ら

れ
た

投
資

枠
の

中
で

各
病

院
が

ど
の

よ
う

な
機

器
を

購
入

す
る

か
は

、
収

支
計

算
に

基
づ

き
病

院
自

ら
判

断
す

る
こ

と
が

原
則

で
、

、
。

あ
る

が
５

千
万

以
上

の
大

型
医

療
機

器
に

つ
い

て
は

病
院

が
行

う
収

支
計

算
が

適
正

か
ど

う
か

を
本

部
で

審
査

す
る

も
の

と
し

て
い

る
、

、
、

。
審

査
の

際
に

は
稼

働
件

数
見

込
み

費
用

の
見

込
み

等
を

確
認

し
必

要
に

応
じ

稼
働

状
況

改
善

の
た

め
の

情
報

提
供

等
を

行
っ

て
い

る

○
平

成
１

８
年

度
か

ら
は

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

が
赤

字
の

病
院

等
に

つ
い

て
は

、
当

該
病

院
の

医
療

機
器

の
購

入
に

つ
い

て
、

借
入

利
子

の
一

定
割

合
を

本
部

と
し

て
補

助
す

る
な

ど
、

経
営

が
苦

し
い

病
院

の
再

投
資

を
支

援
す

る
枠

組
み

を
新

た
に

設
け

、
平

成
１

９
年

度
は

３
病

院
が

対
象

と
な

っ
て

い
る

。

○
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

、
治

験
を

推
進

す
る

た
め

に
治

験
収

支
の

投
資

枠
へ

の
反

映
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
老

朽
化

し
た

機
器

を
、

。
多

く
保

有
し

て
お

り
減

価
償

却
費

が
少

な
く

必
要

な
機

器
整

備
が

困
難

な
病

院
に

対
し

て
追

加
の

投
資

枠
を

設
定

す
る

こ
と

と
し

て
い

る

２
．

施
設

整
備

の
考

え
方

（
全

体
的

な
枠

組
み

）

○
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
医

療
機

器
と

は
異

な
り

事
前

に
投

資
枠

を
示

す
こ

と
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

個
別

に
整

備
の

必
要

性
が

あ
る

事
案

ご
と

に
本

部
で

審
査

す
る

仕
組

み
と

し
て

お
り

審
査

の
着

眼
点

の
標

準
化

や
、

審
査

結
果

の
全

病
院

へ
の

提
供

等
に

よ
り

業
務

の
標

準
化

を
図

る
と

と
も

に
、

整
備

計
画

の
承

認
か

ら
供

用
開

始
ま

で
の

標
準

期
間

を
定

め
進

行
管

理
を

行
い

、
整

備
の

迅
速

化
を

図
っ

た
。

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

整
備

計
画

作
成

時
に

意
見

聴
取

等
を

行
う

と
と

も
に

、
業

務
手

順
（

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
）

を
標

準
化

し
、

整
備

計
画

の
質

の
向

上
を

図
る

枠
組

み
を

設
け

た
。

（
本

部
の

支
援

）

○
平

成
１

８
年

度
か

ら
は

医
療

機
器

と
同

様
に

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
が

赤
字

の
病

院
等

に
対

し
、

当
該

病
院

の
借

入
利

子
の

一
定

割
合

を
本

部
と

し
て

補
助

す
る

な
ど

、
経

営
が

苦
し

い
病

院
の

再
投

資
を

支
援

す
る

枠
組

み
を

新
た

に
設

け
、

平
成

１
９

年
度

は
４

病
院

が
対

象
と

な
っ

て
い

る
。

（
特

別
の

事
情

に
応

じ
た

投
資

）

○
病

院
建

替
等

を
行

う
場

合
に

は
、

病
院

が
自

己
資

金
１

/
３

を
用

意
す

る
こ

と
を

原
則

と
し

て
い

る
が

、
整

備
に

伴
う

収
益

増
加

や
費

用
削

減
に

よ
り

将
来

の
収

益
が

確
保

さ
れ

る
と

き
は

、
自

己
資

金
１

/
３

が
な

く
て

も
投

資
を

進
め

る
枠

組
み

を
明

確
化

し
、

黒
字

病
院

、
赤

字
病

院
に

関
わ

ら
ず

、
病

院
機

能
を

向
上

さ
せ

る
部

門
を

中
心

に
投

資
す

る
こ

と
に

よ
り

、
患

者
の

療
養

環
境

の
改

善
と

、
病

院
の

経
営

体
力

の
向

上
及

び
自

立
性

を
高

め
る

整
備

を
進

め
て

い
る

。

○
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

自
立

経
営

が
困

難
な

病
院

の
病

棟
建

替
整

備
の

た
め

、
病

院
の

資
金

繰
り

の
健

全
化

を
図

る
観

点
か

ら
国

時
代

の
長

期
債

務
に

係
る

元
金

の
う

ち
１

割
以

内
の

免
除

や
、

国
時

代
の

長
期

債
務

の
１

０
～

２
０

年
の

平
準

化
に

よ
る

支
援

措
置

を
行

う
こ

と
に

よ
り

建
替

整
備

事
業

の
拡

大
を

図
っ

た
。

、
、

、
、

○
平

成
１

９
年

度
は

自
己

資
金

１
/
３

の
確

保
を

求
め

な
い

病
棟

建
替

整
備

と
し

て
赤

字
病

院
で

あ
る

花
巻

病
院

を
含

め
道

北
病

院
弘

前
病

院
、

宮
城

病
院

、
七

尾
病

院
、

京
都

医
療

セ
ン

タ
ー

、
南

和
歌

山
医

療
セ

ン
タ

ー
、

松
江

病
院

、
佐

賀
病

院
、

長
崎

神
経

医
療

セ
ン

タ
ー

の
１

０
病

院
（

旧
病

院
４

カ
所

、
旧

療
養

所
６

カ
所

）
を

決
定

し
た

。
（

平
成

１
９

年
度

病
棟

建
替

に
際

し
自

己
資

金
１

／
３

を
確

保
し

て
い

る
病

院
は

下
志

津
病

院
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

○
特

別
事

情
に

よ
る

病
棟

建
替

整
備

赤
字

病
院

黒
字

病
院

合
計

17
'

－
－

5
ヶ

所
1
,2

1
9床

5
ヶ

所
1
,
21

9床
18

'
2
ヶ

所
5
2
0床

10
ヶ

所
2
,9

1
2床

12
ヶ

所
3
,
43

2床
19

'
1
ヶ

所
6
0床

9
ヶ

所
1
,8

3
8床

10
ヶ

所
1
,
89

8床

３
．

病
棟

建
替

等
（

大
型

案
件

）
整

備
決

定
後

の
償

還
性

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

○
建

替
整

備
が

決
定

し
た

病
院

は
、

当
該

整
備

に
係

る
債

務
を

返
済

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
こ

と
か

ら
、

健
全

な
病

院
経

営
を

促
す

た
め

、
決

定
さ

れ
た

整
備

の
償

還
計

画
に

つ
い

て
継

続
的

な
検

証
を

行
い

、
償

還
困

難
と

認
め

ら
れ

る
経

営
状

況
と

な
っ

た
場

合
は

、
償

還
性

が
確

保
さ

れ
る

ま
で

の
間

、
整

備
の

凍
結

又
は

、
費

用
削

減
等

に
よ

る
経

営
改

善
を

実
施

す
る

仕
組

み
を

設
け

た
。

検
証

す
る

手
順

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、

①
前

年
度

実
績

と
決

定
時

の
収

支
差

の
比

較

※
前

年
度

実
績

が
決

定
時

よ
り

悪
化

し
た

場
合

は
、

当
該

年
度

に
実

績
に

お
け

る
１

０
年

以
内

の
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
累

積
状

況

②
前

年
度

実
績

と
決

定
時

の
患

者
数

・
診

療
点

数
の

比
較

○
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
検

証
を

行
っ

た
結

果
、

平
成

１
８

年
度

以
前

に
整

備
を

決
定

し
た

病
院

の
う

ち
、

工
事

着
工

前
の

大
分

医
療

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
経

営
改

善
さ

れ
る

ま
で

整
備

の
凍

結
を

行
い

、
既

に
着

工
し

て
い

た
愛

媛
病

院
、

福
岡

東
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
都

城
病

院
に

つ
い

て
は

経
営

改
善

の
実

施
を

決
定

し
た

。

４
．

自
己

資
金

を
積

極
的

に
活

用
し

た
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備

医
療

機
器

整
備

・
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
自

己
資

金
を

積
極

的
に

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

必
要

な
整

備
量

を
確

保
し

つ
つ

、
長

期
借

入
金

を
抑

制
し

た
。

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

総
投

資
額

１
４

０
億

円
の

う
ち

１
０

０
億

円
が

内
部

資
金

（
内

訳
：

病
院

の
自

己
資

金
４

２
億

円
、

預
託

金
等

５
８

億
円

）
で

あ
り

、
そ

の
割

合
は

、
平

成
１

８
年

度
と

比
較

し
て

１
６

％
増

の
７

１
％

と
高

い
水

準
と

な
っ

て
い

る
。

、
（

、
）

施
設

整
備

に
つ

い
て

長
期

借
入

金
等

１
５

４
億

円
及

び
内

部
資

金
５

７
億

円
内

訳
：

病
院

の
自

己
資

金
３

４
億

円
預

託
金

等
２

３
億

円
で

あ
り

、
内

部
資

金
の

割
合

は
、

平
成

１
８

年
度

と
比

較
し

て
１

４
％

増
の

２
７

％
と

な
っ

て
い

る
。

な
お

、
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
独

法
化

後
は

じ
め

て
財

政
融

資
資

金
か

ら
借

入
を

行
わ

ず
、

財
投

機
関

債
と

内
部

資
金

に
よ

り
投

資
を

行
っ

た
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会

と
し

て
の

評
定

理
由

）
病

診
連

携
・

病
病

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

は
０

．
５

（
平

成
１

８
年

度
。

３
０

．
３

日
→

平
成

１
９

年
度

２
９

．
８

日
）

日
と

短
縮

す
る

と
と

も
に

、
高

額
医

療
機

器
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
は

中
期

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
実

績
と

な
っ

て
い

る
の

共
同

利
用

数
は

約
２

倍
の

１
０

１
．

５
％

（
平

成
１

５
年

度
２

８
，

２
８

２
件

→
平

成
１

病
床

の
効

率
的

な
利

用
に

つ
い

て
は

、
状

況
・

必
要

性
等

に
応

じ
て

、
整

理
・

集
約

を
９

年
度

５
６

，
９

８
６

件
）

と
中

期
計

画
上

の
目

標
で

あ
る

４
０

％
を

大
幅

に
上

回
っ

た
。

図
る

一
方

で
、

当
該

人
員

に
つ

い
て

、
病

院
内

の
他

病
棟

で
の

活
用

に
よ

る
上

位
基

準
ま

た
、

医
療

機
器

整
備

・
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
当

該
整

備
に

係
る

償
還

性
を

前
提

と
取

得
等

、
効

果
的

・
効

率
的

な
活

用
が

図
ら

れ
た

点
は

高
く

評
価

す
る

。
し

、
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
数

値
の

水
準

で
、

必
要

な
整

備
量

を
確

保
し

て
い

る
。

特
に

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

国
時

代
よ

り
も

低
廉

な
価

格
で

調
達

を
実

施
し

つ
つ

平
成

１
（

各
委

員
の

評
定

理
由

）
９

年
度

ま
で

の
累

計
で

約
５

２
０

億
円

と
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
数

値
（

５
０

０
億

円
）

を
超

え
る

水
準

で
必

要
な

事
業

を
進

め
て

い
る

中
、

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

独
法

化
・

中
期

目
標

を
著

し
く

上
回

っ
て

い
る

。
後

は
じ

め
て

財
政

融
資

資
金

か
ら

借
入

を
行

わ
ず

、
財

投
機

関
債

と
内

部
資

金
に

よ
り

投
資

・
施

設
、

医
療

機
器

の
利

用
状

況
が

よ
く

把
握

さ
れ

て
お

り
、

病
院

毎
の

き
め

細
か

い
を

行
っ

た
。

指
導

が
さ

れ
て

い
る

。
・

方
針

が
明

確
で

実
施

も
適

正
に

見
受

け
ら

れ
る

。
［

数
値

目
標

］
・

病
床

の
整

理
、

集
約

な
ど

理
に

か
な

っ
た

運
用

は
評

価
で

き
る

。
・

平
成

１
５

年
度

比
４

０
％

以
上

増
・

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

は
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
て

１
０

１
．

５
％

増
え

て
お

・
医

療
機

器
の

利
用

度
、

共
同

利
用

度
は

中
期

計
画

目
標

を
上

回
っ

た
。

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
３

９
，

５
９

５
件

り
（

５
６

，
９

８
６

件
）

中
期

計
画

の
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
（

業
務

実
績

６
３

頁
参

・
病

棟
・

病
床

数
の

減
は

厚
労

省
の

方
針

に
沿

う
こ

と
で

、
評

価
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
。

、
、

、
（

平
成

１
５

年
度

２
８

，
２

８
２

件
）

照
）

・
機

器
整

備
建

築
計

画
の

妥
当

性
を

評
価

す
る

が
老

朽
化

し
た

病
院

が
多

い
中

で
今

後
の

整
備

計
画

が
さ

ら
に

重
要

で
あ

ろ
う

。
、

、
、

［
評

価
の

視
点

］
・

病
診

連
携

病
病

連
携

の
推

進
に

努
力

し
平

均
在

院
日

数
が

0
.
5
日

の
短

縮
と

な
り

・
病

診
連

携
・

病
病

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
を

図
る

実
績

：
○

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
と

と
も

に
新

規
患

者
数

を
増

加
さ

せ
る

等
に

よ
り

、
収

支
の

改
善

に
努

め
て

・
一

般
、

結
核

、
精

神
病

床
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
、

必
要

性
等

に
応

じ
て

、
病

棟
・

病
床

の
効

果
的

利
用

に
お

い
て

、
特

に
結

核
病

床
と

精
神

病
床

に
つ

い
て

今
後

も
患

い
る

か
。

の
整

理
・

集
約

を
図

る
一

方
で

、
当

該
人

員
に

つ
い

て
、

病
院

内
の

他
病

棟
で

の
活

用
に

者
の

発
症

状
況

を
よ

く
見

な
が

ら
、

将
来

計
画

を
立

て
て

い
く

こ
と

が
重

要
と

思
わ

れ
よ

る
上

位
基

準
取

得
や

、
他

病
院

へ
の

異
動

等
に

よ
り

医
療

人
員

の
効

果
的

な
活

用
を

図
る

。
っ

た
。

・
一

般
、

結
核

、
精

神
病

床
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
・

必
要

性
等

に
応

じ
て

、
①

一
般

病
床

に
つ

い
て

は
、

平
均

在
院

日
数

の
減

等
に

よ
り

、
入

院
患

者
数

が
減

少
し

病
棟

の
整

理
・

集
約

を
図

る
一

方
で

、
当

該
人

員
に

つ
い

て
、

病
院

内
の

他
病

棟
で

の
病

床
稼

働
率

が
著

し
く

低
下

す
る

状
況

が
長

期
化

す
る

病
院

を
対

象
活

用
に

よ
る

上
位

基
準

取
得

や
、

他
病

院
へ

の
異

動
等

に
よ

り
医

療
人

員
の

効
果

的
・

②
結

核
病

床
に

つ
い

て
は

、
新

退
院

基
準

の
実

施
に

よ
り

入
院

患
者

数
の

減
少

が
生

じ
効

率
的

な
活

用
が

図
ら

れ
た

点
は

高
く

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
紹

介
率

・
逆

紹
介

率
の

た
病

院
を

対
象

大
幅

な
ア

ッ
プ

に
み

ら
れ

る
よ

う
に

、
病

診
連

携
・

病
病

連
携

を
着

実
に

推
進

し
、

平
③

精
神

病
床

に
つ

い
て

は
、

精
神

病
床

の
削

減
と

い
う

国
の

方
針

を
踏

ま
え

、
急

性
期

均
在

院
日

数
を

0
.
5
日

短
縮

化
し

た
。

型
に

移
行

す
る

と
と

も
に

医
療

観
察

法
の

病
棟

を
整

備
す

る
病

院
を

対
象

（
業

務
実

績
・

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

は
平

成
1
5
年

度
対

比
1
0
1
.
5
％

と
中

期
計

画
の

数
値

目
。

６
４

頁
参

照
）

標
（

平
成

1
5
年

度
対

比
4
0
％

以
上

増
）

を
大

幅
に

上
回

る
実

績
を

あ
げ

て
お

り
、

医
療

・
こ

れ
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
に

、
整

備
面

で
は

、
結

核
、

精
神

病
床

に
係

る
補

助
の

ほ
資

源
の

有
効

活
用

・
効

率
的

利
用

が
図

ら
れ

た
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
か

、
経

営
が

苦
し

い
病

院
に

係
る

整
備

に
つ

い
て

利
子

補
給

を
行

う
な

ど
の

枠
組

み
を

新
・

以
下

の
項

目
が

大
幅

に
中

期
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

。
た

に
設

け
た

（
業

務
実

績
６

６
頁

参
照

）
地

域
医

療
機

関
や

医
師

会
向

け
の

研
修

会
開

催
や

広
報

活
動

等
の

努
力

で
高

額
医

療
。

・
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
一

環
と

し
て

、
病

院
、

病
棟

の
建

替
等

の
際

に
、

新
入

院
患

者
機

器
の

共
同

利
用

が
目

標
の

２
倍

と
な

っ
た

。
等

の
見

込
み

、
医

療
の

質
の

確
保

、
効

率
的

な
人

員
配

置
等

の
面

か
ら

病
院

・
本

部
間

で
共

同
利

用
の

促
進

が
新

入
院

患
者

増
や

地
域

に
お

け
る

無
駄

解
消

に
貢

献
し

た
。

十
分

に
検

討
し

た
上

で
、

整
備

内
容

（
病

床
総

数
、

病
棟

編
成

等
）

を
決

め
る

枠
組

み
を

医
療

機
器

、
施

設
整

備
に

関
し

て
本

部
の

関
与

、
支

援
が

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

と
し

設
け

た
（

業
務

実
績

６
６

頁
参

照
）

て
も

機
能

し
健

全
化

に
つ

な
が

っ
た

。
。

・
こ

れ
に

基
づ

き
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

建
替

を
決

め
た

１
１

病
院

の
う

ち
、

５
病

院
一

方
的

な
削

減
だ

け
で

は
な

く
、

各
病

院
の

事
情

を
踏

ま
え

た
柔

軟
な

対
応

は
健

全
、

。
に

つ
い

て
計

２
７

７
床

の
病

床
数

の
削

減
（

約
１

６
％

減
）

を
図

る
と

と
も

に
、

１
０

病
経

営
や

現
場

の
士

気
に

も
つ

な
が

り
医

師
や

ス
タ

ッ
フ

の
や

り
が

い
や

支
え

に
な

る
院

で
計

１
４

の
病

棟
数

の
見

直
し

（
３

病
棟

増
、

１
１

病
棟

減
、

病
院

平
均

で
約

０
．

７
・

病
診

連
携

等
に

よ
り

、
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

を
着

実
に

推
進

し
て

い
る

(
平

成
１

９
個

病
棟

減
）

を
図

っ
た

（
業

務
実

績
６

６
頁

参
照

）
年

度
△

０
．

５
日

)
。

。
・

医
療

機
器

の
稼

働
総

数
の

増
、

特
に

共
同

利
用

に
つ

い
て

は
中

期
目

標
(
４

０
％

以
上

・
医

療
機

器
の

稼
働

率
の

向
上

、
他

の
医

療
機

関
と

の
共

同
利

用
な

ど
、

効
率

実
績

：
○

増
)に

対
し

て
、

１
０

１
．

５
％

増
と

大
幅

に
上

回
っ

て
お

り
高

く
評

価
で

き
る

。
的

な
利

用
を

推
進

し
て

い
る

か
。

・
高

額
医

療
機

器
の

稼
働

総
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し
て

２
２

５
，

８
・

病
院

運
営

の
効

率
化

を
図

る
た

め
病

棟
の

稼
働

状
況

に
応

じ
た

整
理

集
約

を
進

め
、

３
９

件
（

１
９

．
８

％
）

増
加

し
た

。
ま

た
、

共
同

利
用

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

１
９

年
度

に
お

い
て

、
２

３
病

院
、

１
０

８
４

病
床

を
集

約
し

た
こ

と
も

高
く

評
価

す
度

実
績

に
対

し
２

８
，

７
０

４
件

（
１

０
１

．
５

％
）

と
な

り
平

成
１

８
年

度
実

績
（

対
る

。
１

５
年

度
実

績
比

）
の

１
７

，
９

７
４

件
（

６
３

．
６

％
）

増
と

比
較

し
て

も
約

１
万

件
・

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

、
初

め
て

、
財

投
資

金
借

入
で

な
く

、
機

関
債

と
内

部
資

以
上

と
飛

躍
的

に
増

加
し

中
期

計
画

上
の

目
標

で
あ

る
４

０
％

を
大

幅
に

上
回

っ
た

業
金

活
用

と
い

う
新

機
軸

を
出

し
た

こ
と

は
積

極
性

を
評

価
し

た
い

。
、

。（
務

実
績

６
３

頁
参

照
）

・
老

朽
化

の
進

ん
で

い
る

施
設

整
備

に
つ

い
て

、
中

期
計

画
の

目
標

水
準

の
事

業
を

、
・

患
者

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

時
間

外
利

用
を

積
極

的
に

促
し

Ｃ
Ｔ

に
つ

い
て

は
長

期
債

務
削

減
を

目
標

以
上

に
進

め
る

な
か

実
施

し
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
、

、
全

体
稼

働
数

の
１

割
近

く
を

占
め

て
い

る
。

ま
た

、
患

者
の

侵
襲

性
の

低
下

、
地

域
資

源
・

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
は

目
標

を
大

幅
に

達
成

し
て

い
る

。
ま

た
、

病
診

の
連

の
有

効
活

用
の

取
組

も
進

め
て

お
り

、
例

え
ば

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

は
、

院
内

で
は

高
機

能
Ｍ

携
等

に
よ

り
平

均
在

院
日

数
を

さ
ら

に
短

縮
す

る
な

ど
高

く
評

価
で

き
る

。
Ｒ

Ｉ
等

へ
の

移
行

、
地

域
で

は
院

外
の

P
E
T
へ

の
紹

介
等

を
進

め
て

い
る

（
業

務
実

績
６

。
３

頁
参

照
）

（
そ

の
他

の
意

見
）

・
病

棟
、

病
床

の
効

率
化

は
医

療
の

質
向

上
に

重
要

な
課

題
で

あ
る

こ
と

は
理

解
で

き
る

が
、

そ
れ

が
患

者
に

と
っ

て
の

マ
イ

ナ
ス

に
な

ら
な

い
こ

と
を

願
う

。
患

者
に

と
っ

て
は

何
よ

り
「

つ
な

が
る

安
心

」
の

確
保

が
大

切
で

あ
る

。



-
7
0

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
費

用
対

効
果

や
法

人
全

体
の

財
務

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
、

必
要

な
医

療
機

実
績

：
○

器
・

施
設

設
備

の
整

備
を

中
期

計
画

に
沿

っ
て

行
っ

て
い

る
か

。
・

機
構

発
足

時
に

抱
え

て
い

た
長

期
債

務
を

縮
減

す
る

た
め

に
、

整
備

の
目

標
数

値
が

定
め

ら
れ

た
が

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
の

累
計

で
は

、
当

初
の

予
定

を
超

え
る

速
度

で
長

期
債

務
を

縮
減

さ
せ

て
い

る
一

方
で

、
内

部
資

金
の

活
用

等
で

、
整

備
量

に
つ

い
て

は
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
数

値
の

水
準

で
事

業
が

進
ん

で
い

る
。

特
に

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
平

成
１

９
年

度
ま

で
の

累
計

で
約

５
２

０
億

円
と

中
期

計
画

に
定

め
る

整
備

目
標

５
、

（
０

０
億

円
）

を
超

え
る

水
準

で
必

要
な

事
業

を
進

め
て

い
る

。
な

お
、

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

独
法

化
後

は
じ

め
て

財
政

融
資

資
金

か
ら

借
入

を
行

わ
ず

、
財

投
機

関
債

と
内

部
資

金
に

よ
り

投
資

を
行

っ
た

（
業

務
実

績
６

７
頁

参
照

）
。

・
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
将

来
の

収
支

が
確

保
さ

れ
る

場
合

に
は

、
黒

字
・

赤
字

に
関

わ
ら

ず
、

病
院

機
能

を
向

上
さ

せ
る

部
門

を
中

心
に

投
資

す
る

こ
と

と
し

、
１

１
病

院
の

病
棟

建
替

整
備

を
決

定
し

た
（

業
務

実
績

６
６

頁
参

照
）

。
・

ま
た

平
成

１
９

年
度

、
２

０
年

度
に

は
、

機
構

発
足

後
に

投
資

を
決

め
た

病
棟

建
替

等
が

続
け

て
竣

工
す

る
が

、
そ

れ
を

見
込

ん
で

も
、

現
時

点
で

、
概

ね
中

期
計

画
に

定
め

る
長

。（
）

期
債

務
縮

減
目

標
を

確
実

に
達

成
で

き
る

状
況

と
な

っ
て

い
る

業
務

実
績

６
６

頁
参

照
・

投
資

に
係

る
機

構
全

体
の

金
額

的
な

枠
組

み
（

長
期

債
務

の
縮

減
等

）
の

下
、

各
病

院
に

お
け

る
投

資
内

容
等

の
向

上
を

図
る

た
め

、
建

物
整

備
・

医
療

機
器

に
共

通
し

て
、

①
各

病
院

の
個

別
の

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
投

資
が

で
き

る
よ

う
、

特
別

事
情

の
投

資
の

枠
組

み
を

明
確

化
し

、
そ

の
積

極
的

な
運

用
を

本
格

的
に

始
め

た
と

と
も

に
、

②
各

病
院

が
実

際
の

投
資

を
早

く
で

き
る

よ
う

、
本

部
手

続
を

平
成

１
７

年
度

よ
り

早
期

化
し

、
③

さ
ら

に
各

病
院

の
投

資
判

断
が

適
切

に
実

施
で

き
る

よ
う

、
各

病
院

に
お

け
る

実
際

の
契

約
状

況
を

本
部

で
集

約
し

、
各

病
院

に
提

供
す

る
体

制
を

整
備

し
た

（
業

務
実

績
。

６
６

頁
参

照
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
4
)

診
療

事
業

以
外

の
事

業
に

係
る

費
用

の
節

減
等

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
（

４
）

診
療

事
業

以
外

の
事

業
に

係
る

費
用

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
の

節
減

等
の

節
減

の
節

減
等

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

臨
床

研
究

事
業

や
教

育
研

修
事

業
に

つ
診

療
事

業
以

外
の

事
業

、
特

に
運

営
費

、
、

い
て

は
、

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
や

授
業

交
付

金
対

象
事

業
に

つ
い

て
は

、
自

己
収

き
続

き
診

療
事

業
以

外
の

事
業

特
に

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

に
料

等
の

自
己

収
入

の
確

保
に

努
め

る
と

と
入

の
確

保
や

費
用

節
減

に
努

め
る

こ
と

に

つ
い

て
は

、
自

己
収

入
の

確
保

や
も

に
、

費
用

の
節

減
に

努
め

、
臨

床
研

究
よ

り
、

新
規

拡
充

業
務

を
除

い
て

、
そ

の

費
用

節
減

に
努

め
る

。
や

教
育

研
修

の
効

率
化

を
図

る
こ

と
。

費
用

の
う

ち
運

営
費

交
付

金
等

の
割

合
を

低
下

さ
せ

る
。

ま
た

、
運

営
費

交
付

金
対

象
事

業
以

外
の

事
業

に
つ

い
て

も
効

率
化

を
図

る
。

①
臨

床
研

究
事

業
①

臨
床

研
究

事
業

①
臨

床
研

究
事

業

１
．

競
争

的
研

究
費

獲
得

の
た

め
の

推
進

及
び

助
言

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

本
部

研
究

課
が

窓
平

成
１

８
年

度
に

引
き

続
き

、
競

争
的

資
金

の
獲

得
の

た
め

、
事

業
を

実
施

す
る

省
庁

な
ど

か
ら

研
究

内
容

や
応

募
に

係
る

情
報

を
入

手
し

、
外

部
の

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
に

努

口
と

な
り

、
競

争
的

資
金

の
獲

各
病

院
に

対
し

、
情

報
提

供
や

手
続

き
に

係
る

助
言

を
行

う
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

部
の

活
動

実
績

の
評

価
及

び
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
め

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

お
い

て
、

得
の

た
め

の
情

報
収

集
、

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

評
価

の
評

価
項

目
に

、
競

争
的

研
究

費
獲

得
額

を
設

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
競

争
的

研
究

費
獲

得
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

増
更

な
る

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

提
供

、
他

省
庁

等
と

の
連

絡
調

加
す

る
よ

う
働

き
か

け
て

い
る

。
適

正
な

評
価

を
行

っ
て

研
究

の
効

率
化

整
、

申
請

書
の

作
成

等
に

関
す

に
努

め
る

。

る
研

究
者

の
支

援
を

行
う

。
（

平
成

１
８

年
度

）
（

平
成

１
９

年
度

）
ま

た
、

国
立

病
院

機
構

す
べ

○
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

１
５

億
７

,
２

８
０

万
円

→
１

５
億

４
,
９

３
１

万
円

（
平

成
１

５
年

度
１

２
億

３
,
０

０
９

万
円

）
て

の
病

院
を

結
ぶ

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
受

託
研

究
○

文
部

科
学

研
究

費
１

億
６

,３
４

６
万

円
→

２
億

５
,
０

７
５

万
円

（
平

成
１

５
年

度
８

,
４

６
１

万
円

）
費

額
の

増
を

図
る

と
と

も
に

、
実

施
率

の
改

善
等

質
の

向
上

を
○

そ
の

他
の

競
争

的
資

金
６

億
３

,
７

１
３

万
円

→
５

億
４

,
７

４
５

万
円

（
平

成
１

５
年

度
４

億
７

,
６

０
５

万
円

）
目

指
す

。
（

合
計

）
２

３
億

７
,
３

３
９

万
円

→
２

３
億

４
,
７

５
２

万
円

（
平

成
１

５
年

度
１

７
億

９
,
０

７
５

万
円

）

２
．

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
（

再
掲

）
１

４
６

病
院

に
わ

た
る

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
受

託
研

究
件

数
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
で

受
託

研
究

費
の

獲
得

を
増

や
す

と
と

も
に

、
実

施
症

例
数

の
増

加
に

努
め

、
治

験
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。

○
受

託
研

究
実

績
約

４
７

億
８

,
９

０
０

万
円

→
約

５
６

億
３

,
５

０
０

万
円

(
対

平
成

１
８

年
度

１
７

．
７

％
増

加
)

（
平

成
１

５
年

度
約

２
９

億
２

,
３

０
０

万
円

）

○
治

験
実

施
症

例
数

４
,６

２
４

件
→

４
,
８

０
３

件
(対

平
成

１
８

年
度

３
．

９
％

増
加

)
（

平
成

１
５

年
度

約
２

,
７

８
９

件
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
教

育
研

修
事

業
②

教
育

研
修

事
業

②
教

育
研

修
事

業

１
．

看
護

師
等

養
成

所
の

入
学

金
及

び
授

業
料

の
改

定
看

護
師

等
養

成
所

の
入

学
金

及
び

授
平

成
１

９
年

度
か

ら
は

、
看

護
師

等
養

成
所

に
係

る
入

学
金

平
成

１
９

年
度

に
お

け
る

看
護

師
等

養
成

所
の

入
学

金
及

び
授

業
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
金

額
を

下
限

と
す

る
改

定
を

行
っ

た
。

業
料

、
受

託
研

修
料

等
に

つ
い

て
、

民

及
び

授
業

料
を

各
養

成
所

に
お

間
の

水
準

を
考

慮
の

上
、

そ
の

適
正

化

い
て

以
下

を
下

限
と

し
て

改
定

(
1)

看
護

師
、

助
産

師
、

視
能

訓
練

士
に

努
め

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
教

検
定

料
2
0,

0
00

円
（

2
0
,0

0
0円

）
期

目
標

の
期

間
中

に
、

授
業

料
等

の
改

育
研

修
事

業
の

収
支

率
の

改
善

入
学

金
1
8
0,

0
00

円
（

18
0
,0

0
0円

）
定

及
び

費
用

の
縮

減
を

図
り

、
教

育
研

を
図

っ
て

い
く

。
授

業
料

3
6
0,

0
00

円
（

32
0
,0

0
0円

）
修

事
業

に
お

け
る

収
支

率
を

２
０

％
以

上
改

善
す

る
。

○
看

護
師

,
助

産
師

,
視

能
訓

練
士

(
2
)

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
検

定
料

2
0,

0
00

(
2
0,

0
00

)
検

定
料

2
6,

0
00

円
（

2
6
,0

0
0円

）
円

円
入

学
金

1
8
0,

0
00

(1
8
0,

0
00

)
入

学
金

3
1
0,

0
00

円
（

23
8
,0

0
0円

）
円

円
授

業
料

3
6
0,

0
00

(3
2
0,

0
00

)
授

業
料

6
9
3,

0
00

円
（

55
7
,0

0
0円

）
円

円

○
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

※
カ

ッ
コ

内
は

平
成

１
８

年
度

単
価

検
定

料
2
6,

0
00

(
2
6,

0
00

)
円

円
入

学
金

3
8
1,

0
00

(3
1
0,

0
00

)
円

円
２

．
教

育
研

修
事

業
の

収
支

率
の

改
善

授
業

料
6
9
3,

0
00

5
5
7,

0
00

円
円

（
）

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

、
授

業
料

等
の

改
定

、
効

率
的

な
運

営
を

行
う

こ
と

に
よ

り
収

支
率

が
平

成
１

５
年

度
比

で
２

８
．

１
ポ

イ
ン

ト
増

(
※

カ
ッ

コ
内

は
平

成
1
8
年

度
単

価
)

の
改

善
と

な
り

、
中

期
計

画
を

達
成

し
た

。

平
成

１
９

年
度

収
支

率
５

５
．

５
％

（
対

平
成

１
５

年
度

比
２

８
．

１
ポ

イ
ン

ト
増

）
平

成
１

５
年

度
収

支
率

２
７

．
４

％
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会

と
し

て
の

評
定

理
由

）
自

己
収

入
を

確
保

す
べ

く
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
や

寄
附

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

の
活

動
度

が
高

い
施

設
に

臨
床

研
究

部
を

設
置

す
る

な
ど

基
盤

の
整

外
部

競
争

的
資

金
の

獲
得

に
つ

い
て

は
、

特
に

治
験

に
お

け
る

受
託

研
究

費
の

堅
調

備
を

進
め

、
外

部
競

争
的

資
金

獲
得

額
の

増
加

を
図

っ
て

い
る

。
な

伸
び

は
評

価
で

き
る

が
、

よ
り

一
層

の
発

展
を

望
み

た
い

。
教

育
研

修
事

業
に

お
け

る
収

支
率

の
改

善
に

つ
い

て
も

中
期

計
画

を
上

回
る

実
績

と
［

数
値

目
標

］
な

っ
て

い
る

。
・

平
成

１
５

年
度

比
２

０
％

以
上

改
善

・
平

成
１

５
年

度
比

２
８

．
２

％
改

善
教

育
研

修
事

業
４

７
．

４
％

教
育

研
修

事
業

収
支

率
５

５
．

５
％

（
業

務
実

績
７

１
頁

参
照

）
（

各
委

員
の

評
定

理
由

）
（

平
成

１
５

年
度

２
７

．
４

％
）

・
収

支
率

等
が

中
期

計
画

を
上

回
っ

て
い

る
。

［
評

価
の

視
点

］
実

績
：

○
・

臨
床

研
究

事
業

、
特

に
治

験
の

伸
び

が
著

し
い

。
・

診
療

事
業

以
外

の
事

業
、

特
に

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

に
つ

い
て

は
、

自
・

自
己

収
入

を
確

保
す

べ
く

、
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

や
寄

附
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

・
治

験
等

の
堅

調
な

伸
び

は
評

価
で

き
る

。
己

収
入

の
確

保
や

費
用

節
減

に
努

め
る

こ
と

に
よ

り
､
新

規
拡

充
業

務
を

除
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

の
活

動
度

が
高

い
施

設
に

臨
床

研
究

部
を

設
置

す
る

な
ど

基
盤

の
・

外
部

研
究

費
の

獲
得

は
横

ば
い

状
態

。
教

育
研

修
費

の
収

支
率

5
5
.
5
％

と
改

善
。

い
て

､
そ

の
費

用
の

う
ち

運
営

費
交

付
金

等
の

割
合

を
低

下
さ

せ
て

い
る

か
整

備
を

進
め

て
い

る
（

業
務

実
績

７
０

頁
参

照
）

・
競

争
的

研
究

費
の

獲
得

が
着

実
に

伸
び

て
い

る
が

、
ま

だ
努

力
の

余
地

が
あ

る
。

治
。

。
。

験
に

関
し

て
も

一
層

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

発
展

し
て

も
ら

い
た

い
・

臨
床

研
究

事
業

に
つ

い
て

は
、

外
部

の
競

争
的

研
究

費
の

獲
得

等
に

努
め

、
実

績
：

○
・

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

、
授

業
料

等
の

改
定

や
効

率
的

な
運

営
に

よ
り

、
教

育
研

研
究

の
推

進
と

効
率

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
か

。
・

平
成

１
９

年
度

は
外

部
競

争
的

資
金

獲
得

額
が

対
平

成
１

５
年

度
比

で
３

１
．

１
％

増
加

修
事

業
収

支
率

は
平

成
1
5
年

度
対

比
2
8
.
2
％

改
善

し
、

中
期

計
画

の
数

値
目

標
（

平
成

1
し

て
お

り
、

研
究

の
推

進
が

行
わ

れ
て

い
る

（
業

務
実

績
７

０
頁

参
照

）
5
年

度
対

比
2
0
％

以
上

改
善

）
を

上
回

る
実

績
と

な
り

、
評

価
で

き
る

。
。

・
臨

床
研

究
事

業
に

つ
い

て
、

外
部

の
競

争
的

研
究

費
の

獲
得

額
は

平
成

1
5
年

度
対

比
3

・
教

育
研

修
事

業
に

つ
い

て
は

授
業

料
等

の
改

定
及

び
費

用
の

縮
減

を
図

り
実

績
：

○
1
.
1
％

増
加

し
て

お
り

、
評

価
で

き
る

。
、

、
教

育
研

修
事

業
に

お
け

る
収

支
率

を
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

の
達

成
に

・
教

育
研

修
事

業
に

つ
い

て
、

授
業

料
等

の
改

定
、

効
率

的
な

運
営

に
よ

り
収

支
率

５
５

．
・

臨
床

研
究

部
の

設
置

な
ど

基
盤

整
備

の
努

力
は

あ
る

も
、

全
体

と
し

て
は

わ
ず

か
な

向
け

て
改

善
さ

せ
て

い
る

か
。

５
％

の
改

善
を

図
っ

た
（

業
務

実
績

７
１

頁
参

照
）

ダ
ウ

ン
が

残
念

。
息

切
れ

の
原

因
は

何
か

を
検

証
す

べ
く

現
場

の
状

況
を

見
据

え
配

慮
。

あ
る

働
き

か
け

が
必

要
で

は
な

い
か

。
・

治
験

の
着

実
な

成
果

は
中

期
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

。
・

臨
床

研
修

事
業

に
お

け
る

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
に

つ
い

て
は

、
文

部
科

学
研

究
費

の
増

加
は

み
ら

れ
た

も
の

の
、

太
宗

を
占

め
る

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
が

減
少

す
る

な
ど

、
総

額
も

前
年

を
下

回
っ

た
が

、
１

５
年

度
比

１
３

１
．

１
％

と
高

い
レ

ベ
ル

は
維

持
し

て
い

る
。

・
中

期
目

標
値

で
あ

る
教

育
研

修
事

業
の

収
支

率
に

つ
い

て
、

授
業

料
等

の
改

定
を

行
い

、
２

０
％

以
上

の
目

標
に

対
し

、
２

８
．

２
％

の
改

善
と

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

・
臨

床
研

究
事

業
に

お
け

る
研

究
費

獲
得

に
つ

い
て

は
、

１
８

年
度

に
比

べ
て

横
ば

い
だ

が
、

１
５

年
度

比
で

は
相

当
に

伸
び

て
い

る
。

教
育

研
修

事
業

は
大

幅
に

伸
び

て
い

る
。

（
そ

の
他

の
意

見
）

・
競

争
的

研
究

費
獲

得
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
増

強
に

期
待

し
た

い
。

・
教

育
に

お
金

が
か

か
る

こ
と

は
周

知
の

事
実

で
は

あ
る

が
、

こ
れ

ま
で

が
「

国
立

は
安

い
」

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
が

根
強

く
あ

り
、

最
近

「
授

業
料

が
高

い
」

と
い

う
声

が
届

い
て

い
る

。
な

ぜ
…

と
い

う
説

明
を

尽
く

し
納

得
感

を
高

め
る

努
力

が
必

要
と

思
う

。
・

看
護

師
の

確
保

が
厳

し
い

中
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

と
収

支
率

の
改

善
に

つ
い

て
、

両
立

が
図

ら
れ

る
よ

う
努

め
て

も
ら

い
た

い
。



-
7
4

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
5
)

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
導

入
等

Ｉ
Ｔ

化
の

推
進

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
Ｉ

Ｔ
（

５
）

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
導

入
等

Ｉ
Ｔ

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
Ｉ

Ｔ
化

の
推

進
化

の
推

進
化

の
推

進

１
．

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
確

実
な

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

は
、

企
業

会
計

原
則

に
基

づ
く

事
務

処
理

と
月

次
・

年
次

の
決

算
処

理
、

そ
れ

に
伴

う
財

務
諸

表
の

作
成

を
行

う
シ

ス
テ

企
業

会
計

原
則

へ
の

移
行

に
伴

う
新

た
会

計
処

理
に

必
要

な
す

べ
て

の
病

院

稼
働

を
引

き
続

き
図

る
こ

と
に

よ
ム

で
あ

り
、

こ
れ

に
よ

り
作

成
さ

れ
た

財
務

諸
表

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
早

期
な

経
営

状
況

の
把

握
が

行
え

る
。

な
会

計
処

理
へ

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

共
通

の
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

導
入

り
、

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
契

約
事

務
の

適
正

化
に

か
か

る
会

計
規

程
等

の
一

部
改

正
を

受
け

、
取

引
先

と
の

契
約

内
容

の
登

録
及

び
支

出
Ｉ

Ｔ
化

の
推

進
を

図
り

、
各

病
院

の
財

務
し

、
部

門
別

決
算

や
月

次
決

算
を

行
う

等
病

院
の

財
務

状
況

の
分

析
を

行
業

務
に

お
け

る
契

約
登

録
番

号
入

力
の

必
須

化
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

税
制

改
正

に
伴

う
減

価
償

却
方

法
変

更
対

応
、

独
立

行
政

法
人

会
計

基
準

分
析

を
行

う
な

ど
、

業
務

の
効

率
的

な
運

と
と

も
に

、
各

病
院

の
経

営
状

況
の

比

う
。

改
訂

対
応

等
、

随
時

シ
ス

テ
ム

の
改

修
を

行
っ

た
。

営
に

努
め

る
こ

と
。

較
等

病
院

の
財

務
状

況
が

分
析

可
能

な

ま
た

、
各

病
院

は
、

月
次

で
部

も
の

と
す

る
こ

と
に

よ
り

経
営

改
善

を

２
．

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

（
部

門
別

決
算

等
）

進
め

る
。

門
別

の
決

算
を

行
い

、
毎

月
の

財
、

、
、

務
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
は

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

等
の

デ
ー

タ
を

利
用

し
て

部
門

別
・

診
療

科
別

損
益

計
算

書
や

各
種

経
営

管
理

指
標

の
算

出
毎

翌
月

２
５

日
頃

に
財

務
状

況
に

他
施

設
と

の
各

種
経

営
管

理
指

標
の

比
較

が
可

能
な

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、

こ
れ

に
よ

り
各

部
門

毎
の

経
営

状
況

の
把

握
や

他
施

設
と

の
比

較
に

よ
係

る
評

価
会

を
開

催
し

、
そ

の
経

る
問

題
点

の
把

握
を

行
い

、
経

営
改

善
の

た
め

の
参

考
資

料
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。
営

状
況

の
分

析
を

行
い

、
問

題
点

等
に

対
す

る
改

善
を

行
う

。
３

．
評

価
会

さ
ら

に
、

レ
セ

プ
ト

の
オ

ン
ラ

イ
ン

請
求

に
つ

い
て

、
法

定
期

限
に

か
か

わ
ら

ず
、

で
き

る
限

り
前

(
1
)

評
価

会
の

概
要

倒
し

し
て

早
期

に
対

応
す

る
。

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

毎
月

の
２

５
日

を
目

途
と

し
て

、
前

月
の

月
次

決
算

状
況

に
お

け
る

経
営

状
況

の
分

析
を

行
う

た
め

「
評

価
会

」
。

「
」
、「

」
、「

」
、

を
開

催
し

て
い

る
月

次
決

算
に

よ
り

当
該

月
の

患
者

数
や

収
支

状
況

等
を

基
に

平
均

在
院

日
数

患
者

１
人

１
日

当
収

支
新

患
率

「
人

件
費

率
「

材
料

費
率

「
患

者
紹

介
率

」
等

の
分

析
を

行
い

「
平

均
在

院
日

数
短

縮
の

た
め

の
院

内
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
実

施
「

患
者

数
」、

」
、

」
、

確
保

の
た

め
の

具
体

策
の

検
討

「
費

用
抑

制
方

策
」

等
、

早
い

段
階

で
問

題
点

に
対

す
る

対
応

策
の

検
討

及
び

実
施

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
」、

、
。

す
べ

て
の

職
員

の
経

営
に

対
す

る
参

加
意

識
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

病
院

全
体

が
一

丸
と

な
っ

て
経

営
改

善
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
ま

た
、

病
棟

単
位

で
の

患
者

数
の

動
向

や
在

院
日

数
の

状
況

な
ど

を
分

析
し

、
病

棟
毎

の
問

題
点

や
対

応
策

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

(
2
)

各
病

院
で

実
施

さ
れ

た
経

営
改

善
の

具
体

策
と

効
果

等
○

平
均

在
院

日
数

の
縮

減
等

に
よ

る
上

位
基

準
の

取
得

→
上

位
基

準
取

得
病

院
数

：
入

院
基

本
料

４
９

病
院

増
加

（
対

平
成

１
８

年
度

）
入

院
基

本
料

等
加

算
５

１
病

院
で

新
規

取
得

（
累

積
１

，
３

１
７

病
院

）
特

定
入

院
料

２
４

病
院

で
新

規
取

得
（

累
積

３
３

０
病

院
）

特
掲

診
療

料
９

３
病

院
で

新
規

取
得

（
累

積
２

，
６

１
８

病
院

）
（

※
病

院
数

は
、

加
算

等
の

種
類

ご
と

に
カ

ウ
ン

ト
し

て
い

る
た

め
重

複
す

る
）

○
督

促
の

強
化

や
退

院
時

精
算

の
徹

底
等

に
よ

る
医

業
未

収
金

（
患

者
自

己
負

担
分

）
の

改
善

→
前

年
度

債
権

：
平

成
１

６
年

度
回

収
率

７
９

.
３

％
→

平
成

１
７

年
度

回
収

率
８

１
.
７

％
→

平
成

１
８

年
度

回
収

率
８

３
.
０

％
→

平
成

１
９

年
度

回
収

率
８

４
.
２

％
○

適
正

な
在

庫
管

理
○

病
診

連
携

の
強

化
や

地
域

の
老

健
施

設
と

の
連

携
に

よ
り

地
域

医
療

の
充

実
を

図
っ

た
。

○
病

診
連

携
に

よ
る

後
方

支
援

病
院

と
し

て
の

紹
介

率
の

Ｕ
Ｐ

と
逆

紹
介

率
の

安
定

→
患

者
紹

介
率

（
年

間
平

均
：

平
成

１
６

年
度

４
０

.
５

％
→

平
成

１
７

年
度

４
２

.
７

％
） →

平
成

１
８

年
度

４
７

．
４

％
→

平
成

１
９

年
度

５
１

．
１

％
→

逆
紹

介
率

（
年

間
平

均
：

平
成

１
６

年
度

２
８

.
７

％
→

平
成

１
７

年
度

３
３

.
２

％
）

→
平

成
１

８
年

度
３

２
．

２
％

→
平

成
１

９
年

度
３

６
．

９
％

○
地

域
住

民
を

交
え

た
講

演
会

や
各

種
研

修
会

（
生

活
習

慣
病

・
成

人
病

・
認

知
症

な
ど

の
予

防
教

室
や

市
民

公
開

講
座

等
）

の
開

催

４
．

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
実

施
状

況
改

正
省

令
施

行
日

が
平

成
２

０
年

４
月

１
日

で
あ

る
病

院
７

２
ヵ

所
（

許
可

病
床

数
４

０
０

床
以

上
）

の
う

ち
、

平
成

１
９

年
度

中
に

前
倒

し
を

実
施

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
を

導
入

し
た

病
院

は
６

１
ヶ

所
で

あ
っ

た
。

残
り

１
１

病
院

に
つ

い
て

も
平

成
２

０
年

４
月

診
療

分
の

請
求

よ
り

。
、

、
、

導
入

対
応

済
で

あ
る

こ
の

他
平

成
２

０
年

４
月

１
日

ま
で

に
施

行
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

な
い

７
４

病
院

の
う

ち
３

１
病

院
に

つ
い

て
も

平
成

１
９

年
度

中
に

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
を

開
始

し
た

。

５
．

電
子

政
府

へ
の

協
力

(
1)

ペ
イ

ジ
ー

（
P
a
y-

e
as

y）
の

利
用

開
始

財
政

融
資

資
金

の
償

還
や

社
会

保
険

料
等

の
国

庫
金

の
納

付
に

つ
い

て
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

バ
ン

キ
ン

グ
で

支
払

が
可

能
な

「
ペ

イ
ジ

ー
（

P
a
y
-
e
a
s
y

」
に

対
応

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
平

成
１

９
年

９
月

か
ら

本
部

に
お

い
て

利
用

し
て

い
る

銀
行

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
を

電
話

）
回

線
型

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
型

に
変

更
し

、
ペ

イ
ジ

ー
の

利
用

を
開

始
し

た
（

延
べ

３
１

回
。

こ
れ

に
よ

り
支

払
業

務
の

効
率

化
及

び
事

）
故

防
止

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)

国
税

電
子

申
告

・
納

税
シ

ス
テ

ム
（

e
-
T
a
x
）

の
利

用
開

始
政

府
の

Ｉ
Ｔ

新
改

革
戦

略
（

平
成

１
８

年
１

月
１

９
日

Ｉ
Ｔ

戦
略

本
部

決
定

）
に

お
い

て
は

、
国

に
対

す
る

申
請

･
届

出
等

の
手

続
の

オ
ン

ラ
イ

ン
利

用
率

を
平

成
２

２
年

度
ま

で
に

５
０

％
以

上
と

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

及
び

支
払

業
務

の
効

率
化

並
び

に
事

故
防

止
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
平

成
２

０
年

１
月

よ
り

本
部

か
ら

納
税

す
る

消
費

税
及

び
源

泉
所

得
税

（
い

ず
れ

も
毎

月
１

回
延

べ
６

回
）

に
つ

い
て

、
国

税
電

子
申

告
・

納
税

シ
ス

テ
ム

（
e
-
T
a
x
）

の
利

用
を

開
始

し
た

。

【
説

明
資

料
】

資
料

7
4
：

部
門

別
決

算
の

概
要

〔
3
5
5

頁
〕

資
料

7
5
：

施
設

基
準

上
位

基
準

の
取

得
状

況
〔

3
5
7

頁
〕

(
6
)

業
務

・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

（
６

）
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
（

６
）

業
務

・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

（
６

）
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

１
．

最
適

化
計

画
の

策
定

・
公

表
ク

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
シ

ス
テ

ム
構

成
ー

ク
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
、

シ
ス

テ
ム

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
シ

ス
テ

ム
構

成
及

び
調

達
方

式
の

「
独

立
行

政
法

人
等

の
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
実

現
方

策
（

平
成

１
７

年
６

月
２

９
日

各
府

省
情

報
化

統
括

責
任

者
（

Ｃ
Ｉ

Ｏ
）

連
絡

会
議

及
び

調
達

方
式

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
に

構
成

及
び

調
達

方
式

の
見

直
し

を
行

う
」

見
直

し
を

行
う

た
め

、
シ

ス
テ

ム
決

定
）

に
基

づ
き

、
平

成
１

９
年

１
０

月
１

０
日

に
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
（

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
）

に
お

け
る

最
適

よ
り

、
シ

ス
テ

ム
コ

ス
ト

削
減

、
シ

ス
テ

こ
と

に
よ

り
シ

ス
テ

ム
コ

ス
ト

削
減

、
、

監
査

及
び

刷
新

可
能

性
調

査
を

踏
化

計
画

を
策

定
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
こ

れ
を

公
表

し
た

。
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
の

確
保

及
び

業
シ

ス
テ

ム
調

達
に

お
け

る
透

明
性

の
確

ま
え

て
業

務
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
務

運
営

の
合

理
化

を
図

る
こ

と
。

保
及

び
業

務
運

営
の

合
理

化
を

図
る

た

画
を

策
定

し
、

公
表

す
る

。
【

最
適

化
計

画
の

概
要

】
こ

の
た

め
、

上
記

シ
ス

テ
ム

に
係

る
刷

め
、

体
制

整
備

を
行

い
、

上
記

シ
ス

テ

○
基

本
理

念
を

新
可

能
性

調
査

等
を

平
成

１
８

年
度

中
に

ム
に

係
る

シ
ス

テ
ム

監
査

及
び

刷
新

可

①
業

務
の

効
率

化
・

合
理

化
②

利
用

者
の

利
便

性
の

維
持

・
向

上
③

安
全

性
・

信
頼

性
の

確
保

④
経

費
削

減
と

し
た

。
実

施
し

、
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

平
成

１
９

年
能

性
調

査
を

平
成

１
８

年
度

中
に

実
施

度
末

ま
で

に
業

務
・

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

し
、

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
平

成
１

９
年

度

○
業

務
の

効
率

化
・

合
理

化
に

あ
た

っ
て

は
、

計
画

を
策

定
し

、
公

表
す

る
こ

と
。

中
に

業
務

・
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
計

画

・
サ

ー
バ

の
集

中
化

に
よ

る
デ

ー
タ

の
一

元
化

を
策

定
し

、
公

表
す

る
。

さ
ら

に
、

平

こ
れ

ま
で

、
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
、

病
院

の
各

拠
点

毎
に

サ
ー

バ
で

保
持

し
て

い
た

デ
ー

タ
を

一
元

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

デ
成

２
０

年
度

よ
り

最
適

化
に

着
手

す

ー
タ

の
整

合
性

を
確

保
し

、
業

務
の

効
率

化
を

図
る

。
る

。

・
運

用
監

視
時

間
帯

の
見

直
し

運
用

監
視

体
制

を
休

日
や

夜
間

の
H
O
S
P
n
e
t
の

利
用

状
況

、
障

害
発

生
状

況
及

び
費

用
対

効
果

等
を

踏
ま

え
た

上
で

「
２

４
時

間
３

６
、

５
日

」
か

ら
「

平
日

（
業

務
繁

忙
期

の
土

日
を

含
む

）
９

時
～

２
１

時
」

に
見

直
す

こ
と

に
よ

り
、

経
費

削
減

を
図

る
。

・
シ

ス
テ

ム
の

統
廃

合
個

別
に

構
築

さ
れ

て
い

た
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

シ
ス

テ
ム

の
統

廃
合

、
デ

ー
タ

の
一

元
化

を
図

り
、

無
駄

を
省

い
た

シ
ス

テ
ム

構
成

と
す

る
。

・
シ

ス
テ

ム
利

用
者

へ
の

研
修

・
教

育
の

充
実

○
利

用
者

の
利

便
性

の
維

持
・

向
上

に
あ

た
っ

て
は

、
・

デ
ー

タ
連

携
の

強
化

見
直

し
H
O
S
P
n
e
t
と

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

と
の

デ
ー

タ
連

携
、

H
O
S
P
n
e
t
内

シ
ス

テ
ム

（
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
や

人
事

給
与

シ
ス

テ
ム

）
間

で
の

デ
ー

タ
連

携
の

強
化

・
見

直
し

を
図

り
、

重
複

作
業

や
手

作
業

を
な

く
す

こ
と

で
作

業
時

間
の

削
減

を
図

る
。

・
要

件
定

義
の

明
確

化
利

用
者

の
業

務
ニ

ー
ズ

を
明

確
に

し
た

要
件

定
義

書
を

作
成

。
画

面
レ

イ
ア

ウ
ト

や
操

作
性

の
見

直
し

に
よ

り
、

重
複

作
業

や
手

作
業

を
な

く
す

こ
と

で
、

職
員

の
入

力
及

び
修

正
作

業
に

つ
い

て
最

大
限

の
負

担
軽

減
を

図
る

も
の

と
す

る
。

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
回

線
帯

域
の

増
強

回
線

帯
域

の
増

強
を

図
る

こ
と

で
、

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

レ
ス

ポ
ン

ス
（

応
答

時
間

）
を

改
善

し
、

ユ
ー

ザ
の

利
便

性
、

操
作

性
の

向
上

を
図

る
。

○
安

全
性

・
信

頼
性

の
確

保
・

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
ポ

リ
シ

ー
の

策
定

政
府

機
関

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

た
め

の
統

一
基

準
に

準
じ

て
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

ポ
リ

シ
ー

を
策

定
す

る
。

ま
た

、
策

定
後

は
職

員
へ

の
教

育
、

情
報

の
展

開
方

法
及

び
見

直
し

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

・
冗

長
化

に
よ

る
信

頼
性

の
向

上
サ

ー
バ

機
器

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
回

線
及

び
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
等

を
二

重
化

し
、

シ
ス

テ
ム

の
稼

働
停

止
時

間
を

最
小

限
に

抑
え

、
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。
・

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

方
式

の
見

直
し

シ
ス

テ
ム

単
位

に
事

業
継

続
性

を
考

慮
し

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

方
法

、
サ

イ
ク

ル
、

外
部

保
管

等
を

設
計

す
る

こ
と

で
、

デ
ー

タ
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

○
経

費
削

減
・

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

、
市

販
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

経
費

の
削

減
サ

ー
バ

の
集

中
化

に
よ

り
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

や
病

院
に

設
置

さ
れ

て
い

る
サ

ー
バ

か
ら

個
別

シ
ス

テ
ム

を
稼

働
す

る
た

め
に

必
要

な
市

販
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

及
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
機

能
は

不
要

と
な

る
。

こ
れ

に
よ

り
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

及
び

病
院

に
設

置
す

る
サ

ー
バ

は
小

型
化

が
図

ら
れ

、
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
及

び
市

販
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
導

入
経

費
及

び
保

守
費

用
が

、
年

間
約

６
億

円
削

減
可

能
と

見
込

ま
れ

る
。

・
運

用
保

守
費

用
の

削
減

運
用

監
視

時
間

帯
の

見
直

し
に

よ
り

運
用

保
守

費
用

が
年

間
約

３
，

０
０

０
万

円
削

減
可

能
と

見
込

ま
れ

る
。

、
、

ま
た

シ
ス

テ
ム

仕
様

変
更

時
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
改

修
を

必
要

に
応

じ
た

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
契

約
形

態
へ

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
で

運
用

保
守

費
用

が
年

間
約

２
億

円
削

減
可

能
と

見
込

ま
れ

る
。

・
業

務
の

効
率

化
・

合
理

化
に

よ
る

業
務

時
間

の
削

減
シ

ス
テ

ム
間

の
デ

ー
タ

連
携

の
強

化
、

見
直

し
や

シ
ス

テ
ム

の
統

廃
合

に
よ

る
重

複
作

業
を

な
く

す
こ

と
で

、
業

務
時

間
が

年
間

約
１

４
，

０
０

０
時

間
削

減
可

能
と

見
込

ま
れ

る
。

２
．

最
適

化
の

実
施

、
、

、
平

成
１

９
年

度
に

策
定

し
た

最
適

化
計

画
を

踏
ま

え
平

成
２

０
年

度
よ

り
最

適
化

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

が
一

部
の

事
項

に
関

し
て

は
平

成
１

９
年

度
に

最
適

化
を

前
倒

し
し

て
実

施
し

た
。

【
具

体
的

内
容

】
○

次
期

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

構
築

・
各

病
院

に
お

け
る

回
線

帯
域

１
２

８
k
b
p
s
を

１
０

M
b
p
s
へ

変
更

す
る

こ
と

で
、

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

レ
ス

ポ
ン

ス
（

応
答

時
間

）
を

改
善

し
、

ユ
ー

ザ
の

利
便

性
、

操
作

性
の

向
上

を
図

る
一

方
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

り
、

回
線

使
用

料
（

年
間

）
７

，
３

１
５

万
円

の
経

費
削

減
を

図
っ

た
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
回

線
及

び
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
を

二
重

化
し

、
シ

ス
テ

ム
の

稼
働

停
止

時
間

を
最

小
限

に
抑

え
、

信
頼

性
の

向
上

を
図

っ
た

。

○
保

守
運

用
時

間
帯

の
見

直
し

・
保

守
運

用
時

間
に

つ
い

て
、

休
日

、
夜

間
の

H
O
S
P
n
e
t
の

利
用

状
況

、
障

害
発

生
状

況
及

び
費

用
対

効
果

等
を

踏
ま

え
た

上
で

「
２

４
時

、
間

３
６

５
日

」
か

ら
「

平
日

（
業

務
繁

忙
期

の
土

日
を

含
む

）
９

時
～

２
１

時
」

に
見

直
す

こ
と

等
に

よ
り

、
年

間
３

，
２

３
０

万
円

の
経

費
削

減
を

図
っ

た
。

３
．

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

標
準

化
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
診

療
情

報
の

収
集

及
び

そ
の

情
報

を
活

用
し

た
分

析
の

強
化

並
び

に
調

達
コ

ス
ト

の
削

減
を

目
的

に
、

現
在

、
病

院
独

自
で

調
達

・
導

入
し

て
い

る
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
を

標
準

化
す

る
た

め
、

平
成

１
９

年
度

に
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
標

準
仕

様
書

（
案

）
を

策
定

。
、

、
。

し
た

今
後

は
既

存
シ

ス
テ

ム
の

契
約

期
間

が
満

了
す

る
病

院
か

ら
逐

次
標

準
化

仕
様

に
基

づ
い

た
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
図

る
予

定
で

あ
る

、
、

ま
た

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
各

病
院

の
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
に

蓄
積

さ
れ

た
診

療
情

報
を

収
集

・
分

析
す

る
と

と
も

に
そ

れ
を

情
報

発
信

し
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

が
担

う
医

療
の

質
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
我

が
国

の
医

療
の

均
て

ん
化

に
も

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
「

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

及
び

そ
れ

を
活

用
し

た
分

析
・

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

」
の

構
築

に
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会

と
し

て
の

評
定

理
由

）
精

度
が

向
上

さ
れ

蓄
積

さ
れ

て
き

た
デ

ー
タ

に
よ

り
、

月
次

決
算

に
お

い
て

、
高

い
精

度
で

の
経

営
状

況
の

把
握

・
分

析
・

対
応

等
を

行
っ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

経
営

改
善

を
進

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
整

備
等

に
よ

り
、

月
次

決
算

の
精

度
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

め
る

こ
と

が
出

来
た

。
よ

り
適

切
な

経
営

改
善

に
繋

が
っ

て
い

る
も

の
と

評
価

す
る

。
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
等

個
別

に
構

築
さ

れ
て

い
た

シ
ス

テ
ム

の
統

合
を

図
り

デ
ー

タ
・

会
計

処
理

に
必

要
な

す
べ

て
の

病
院

共
通

の
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

導
入

実
績

：
○

一
元

化
へ

の
取

組
も

評
価

す
る

。
し

、
部

門
別

決
算

や
月

次
決

算
を

適
切

に
行

い
、

適
切

な
業

務
運

営
と

経
営

・
契

約
事

務
を

行
う

に
あ

た
っ

て
、

購
買

管
理

シ
ス

テ
ム

へ
の

入
力

を
必

須
化

す
る

な
ど

、
改

善
の

た
め

に
有

効
に

利
用

し
て

い
る

か
。

シ
ス

テ
ム

の
改

修
を

行
っ

た
（

業
務

実
績

７
３

頁
参

照
）

。
（

各
委

員
の

評
定

理
由

）
・

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
等

病
院

の
財

務
状

況
を

分
析

す
る

こ
と

に
よ

実
績

：
○

・
経

営
改

善
は

認
め

ら
れ

る
。

り
、

経
営

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

か
。

・
月

次
決

算
の

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

精
度

が
向

上
さ

れ
蓄

積
さ

れ
て

き
た

デ
ー

タ
に

よ
り

・
個

別
に

構
築

さ
れ

て
い

た
シ

ス
テ

ム
の

統
合

を
図

り
デ

ー
タ

一
元

化
が

進
め

ら
れ

て
、

、
各

病
院

で
開

催
さ

れ
る

評
価

会
で

は
、

か
な

り
高

い
精

度
で

の
経

営
状

況
の

把
握

・
分

析
い

る
。

・
対

応
等

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

経
営

改
善

を
進

め
る

こ
と

が
出

来
た

。
・

情
報

シ
ス

テ
ム

は
管

理
業

務
に

成
果

を
上

げ
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

。
具

体
的

に
は

、
・

将
来

構
想

も
期

待
さ

れ
る

。
○

平
均

在
院

日
数

の
縮

減
に

よ
る

上
位

基
準

の
取

得
・

月
次

決
算

デ
ー

タ
の

活
用

は
経

営
分

析
に

大
変

有
用

で
評

価
で

き
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

○
督

促
の

強
化

に
よ

る
医

業
未

収
金

の
改

善
請

求
へ

の
協

力
も

厚
労

省
方

針
に

沿
っ

た
も

の
で

評
価

す
る

。
○

地
域

医
療

の
充

実
・

国
立

病
院

機
構

の
よ

う
な

大
規

模
な

組
織

で
は

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
等

Ｉ
Ｔ

○
病

診
連

携
に

よ
る

紹
介

率
や

逆
紹

介
率

の
改

善
化

の
推

進
か

極
め

て
重

要
で

あ
り

、
そ

の
ス

テ
ッ

プ
が

し
っ

か
り

と
取

ら
れ

て
い

る
。

○
適

正
な

在
庫

管
理

今
後

一
層

の
発

展
の

余
地

が
あ

る
。

な
ど

で
あ

る
（

業
務

実
績

７
３

頁
参

照
）

・
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

整
備

等
に

よ
り

、
月

次
決

算
に

お
け

る
高

い
精

度
で

の
経

営
。

状
況

の
把

握
・

分
析

や
、

経
営

改
善

の
取

組
み

に
貢

献
し

て
い

る
。

・
シ

ス
テ

ム
構

成
及

び
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
い

、
シ

ス
テ

ム
コ

ス
ト

の
削

実
績

：
○

・
月

次
決

算
デ

ー
タ

精
度

向
上

の
成

果
に

よ
る

経
営

改
善

努
力

は
評

価
に

値
し

、
中

期
減

、
業

務
運

営
の

合
理

化
、

シ
ス

テ
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
の

確
保

等
を

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
回

線
に

つ
い

て
は

、
光

フ
ァ

イ
バ

ー
を

１
０

M
b
p
s
に

変
更

し
、

ユ
ー

ザ
の

目
標

を
上

回
っ

て
い

る
。

図
っ

た
か

。
利

便
性

、
操

作
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

一
方

、
回

線
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

一
般

競
争

入
・

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

規
程

改
正

や
税

制
改

正
に

伴
う

必
要

な
改

修
を

札
に

よ
る

シ
ス

テ
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
を

確
保

し
た

結
果

、
年

間
７

，
３

１
５

万
円

１
９

年
度

も
実

施
し

て
い

る
。

の
経

費
削

減
を

図
っ

た
（

業
務

実
績

７
５

頁
参

照
）

・
月

次
決

算
の

デ
ー

タ
を

基
に

、
各

病
院

で
毎

月
評

価
会

を
実

施
し

、
各

種
改

善
に

つ
。

・
H
O
S
P
n
e
t
の

運
用

保
守

に
つ

い
て

は
、

運
用

保
守

時
間

の
見

直
し

に
よ

り
年

間
３

，
２

３
０

な
げ

る
検

討
、

取
組

な
ど

努
力

は
し

て
い

る
。

万
円

の
経

費
削

減
を

図
っ

た
（

業
務

実
績

７
５

頁
参

照
）

・
特

段
、

高
く

評
価

す
る

新
し

い
取

組
や

実
績

は
み

ら
れ

な
い

。
。

・
支

払
業

務
に

お
い

て
ペ

イ
ジ

ー
（

P
a
y
-
e
a
s
y
）

及
び

国
税

電
子

申
告

・
納

税
シ

ス
テ

ム
・

全
体

と
し

て
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

と
評

価
で

き
る

。
（

e
-
T
a
x
）

の
利

用
を

開
始

し
た

こ
と

に
よ

り
、

銀
行

窓
口

手
続

の
省

力
化

及
び

事
故

防
止

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
（

業
務

実
績

７
３

頁
参

照
）

。
（

そ
の

他
の

意
見

）
・

業
務

・
シ

ス
テ

ム
の

監
査

及
び

刷
新

可
能

性
調

査
を

踏
ま

え
、

平
成

１
９

年
実

績
：

○
・

Ｉ
Ｔ

シ
ス

テ
ム

の
レ

ビ
ュ

ー
を

行
う

事
が

必
要

。
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
の

統
一

(
標

準
度

ま
で

に
、

業
務

・
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
最

適
化

計
画

を
策

定
・

公
表

し
、

・
平

成
１

９
年

度
に

最
適

化
計

画
を

策
定

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

こ
れ

を
公

表
し

た
（

業
化

)の
推

進
。

。
そ

の
後

速
や

か
に

そ
の

計
画

を
実

施
し

た
か

。
務

実
績

７
４

頁
参

照
）

・
財

務
改

善
の

さ
ら

な
る

努
力

を
高

め
る

た
め

の
現

場
の

「
や

る
気

」
支

援
シ

ス
テ

ム
の

充
実

を
望

む
。

・
「

評
価

会
」

が
単

に
あ

ら
探

し
や

圧
力

、
さ

ら
に

は
各

病
院

の
区

別
化

、
差

別
化

に
な

ら
な

い
こ

と
を

望
む

。
・

さ
ら

な
る

最
適

化
、

健
全

化
に

期
待

し
た

い
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
３

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
第

４
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

第
３

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
第

３
予

算
､
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
「

第
３

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

「
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る

事
項

」
で

定
め

た
事

項
に

配
慮

し
た

中
期

計
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
」

画
の

予
算

を
作

成
し

、
当

該
予

算
に

よ
る

運
で

定
め

た
計

画
を

確
実

に
実

施
す

る
こ

と
に

営
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

全
体

の
財

務
内

容
の

期
間

に
お

け
る

期
首

に
対

す
る

期
末

の
財

務
改

善
を

図
る

た
め

、
以

下
の

目
標

を
達

成
す

内
容

の
改

善
を

図
る

こ
と

。
る

。

１
経

営
の

改
善

１
経

営
の

改
善

１
経

営
の

改
善

１
経

営
の

改
善

１
．

４
期

連
続

の
経

常
収

支
黒

字
中

期
目

標
の

期
間

の
５

年
間

を
累

計
し

中
期

目
標

の
期

間
の

５
年

間
を

累
計

し
平

成
１

９
年

度
の

予
定

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

を
１

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
や

地
域

連
携

に
よ

る
診

療
報

酬
に

か
か

る
上

位
基

準
の

取
得

、
新

規
患

者
の

増
加

等
の

経
営

改
善

に
向

け
た

努
力

を
行

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

０
１

．
５

％
と

す
る

。
う

と
と

も
に

赤
字

病
院

の
赤

字
を

圧
縮

す
る

た
め

経
営

指
導

を
積

極
的

に
実

施
し

た
。

１
０

０
％

程
度

と
す

る
こ

と
。

１
０

０
％

以
上

と
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

経
常

費
用

が
対

前
年

度
１

４
７

億
円

の
増

に
な

っ
た

も
の

の
、

医
業

収
益

は
前

年
度

と
比

べ
３

１
２

億
の

増
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

経
常

収
支

２
８

，
９

２
３

百
万

円
、

経
常

収
支

率
１

０
３

．
８

％
の

黒
字

と
な

っ
た

。
そ

の
結

果
、

平
成

１
６

年
度

の
経

常
収

支
１

９
６

百
万

円
、

平
成

１
７

年
度

の
経

常
収

支
３

，
５

６
４

百
万

円
、

平
成

１
８

年
度

の
経

常
収

支
８

，
９

７
５

百
万

円
の

黒
字

に
対

し
、

４
期

連
続

で
黒

字
と

な
る

と
と

も
に

昨
年

の
経

常
収

支
を

上
回

り
大

幅
に

経
営

改
善

さ
れ

た
。

、
（

）
、

（
）

、
ま

た
平

成
１

６
年

度
決

算
に

お
い

て
７

７
病

院
あ

っ
た

赤
字

病
院

再
編

施
設

を
除

く
に

つ
い

て
は

４
８

病
院

△
２

９
に

減
少

し
赤

字
額

に
つ

い
て

も
２

５
８

億
円

か
ら

１
２

４
億

円
（

△
１

３
４

億
円

）
と

な
り

大
幅

に
改

善
さ

れ
た

。

２
．

総
収

支
の

黒
字

化
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
も

、
純

利
益

２
３

，
８

９
２

百
万

円
の

黒
字

と
な

り
、

総
収

支
の

黒
字

が
維

持
さ

れ
て

い
る

。

総
収

支
額

平
成

１
６

年
度

△
１

，
５

６
１

百
万

円
平

成
１

７
年

度
＋

３
２

７
百

万
円

平
成

１
８

年
度

＋
８

，
９

７
５

百
万

円
（

利
益

剰
余

金
７

，
７

４
１

百
万

円
）

平
成

１
９

年
度

＋
２

３
，

８
９

２
百

万
円

３
．

医
業

未
収

金
の

解
消

平
成

１
７

年
度

に
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

債
権

回
収

事
務

の
手

引
」

を
作

成
し

、
平

成
１

８
年

度
に

高
額

療
養

費
の

現
物

給
付

化
及

び
出

産
育

児
一

時
金

の
受

領
代

理
制

度
が

導
入

さ
れ

た
こ

と
に

伴
う

当
該

手
引

の
改

正
を

行
い

、
各

病
院

へ
周

知
し

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

平
成

１
、

、
、

、
、

。
９

年
度

に
お

い
て

も
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

ま
た

法
的

措
置

の
実

施
を

含
め

引
き

続
き

医
業

未
収

金
の

更
な

る
回

収
に

取
り

組
ん

で
い

る
な

お
、

公
共

サ
ー

ビ
ス

改
革

基
本

方
針

（
平

成
１

９
年

１
２

月
２

４
日

閣
議

決
定

）
に

従
い

、
平

成
２

０
年

度
よ

り
、

医
業

未
収

金
の

支
払

案
内

業
務

等
に

つ
い

て
、

民
間

事
業

者
の

創
意

工
夫

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

た
め

「
競

争
の

導
入

に
よ

る
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

改
革

に
関

す
る

法
、

律
」

に
基

づ
き

、
市

場
化

テ
ス

ト
に

よ
る

民
間

競
争

入
札

を
行

い
、

１
４

６
病

院
中

８
２

病
院

が
業

務
委

託
す

る
予

定
で

あ
る

。

※
医

業
未

収
金

残
高

（
不

良
債

権
相

当
分

）
平

成
1
8
年

度
（

平
成

1
9
年

1
月

末
現

在
）

→
平

成
1
9
年

度
（

平
成

2
0
年

1
月

末
現

在
） （

）
医

業
未

収
金

4,
6
40

百
万

円
→

4
,
16

0
百

万
円

△
48

0
百

万
円

（
）

破
産

更
生

債
権

等
2,

7
11

百
万

円
→

2
,
52

1
百

万
円

△
19

0
百

万
円

（
）

そ
の

他
の

医
業

未
収

金
1,

9
2
9
百

万
円

→
1
,
6
3
9
百

万
円

△
29

0
百

万
円

※
医

業
収

益
に

対
す

る
そ

の
他

の
医

業
未

収
金

の
割

合
医

業
収

益
そ

の
他

の
医

業
未

収
金

割
合

平
成

1
8
年

度
（

平
成

1
9
年

1
月

末
現

在
）

1
,
2
8
1
,
5
6
7
百

万
円

（
1
7
.
4
～

19
.
1
）

1
,
9
2
9
百

万
円

0.
1
5
1
％

平
成

1
9
年

度
（

平
成

2
0
年

1
月

末
現

在
）

1
,
3
0
8
,
1
8
4
百

万
円

（
1
8
.
4
～

20
.
1
）

1
,
6
3
9
百

万
円

0.
1
2
5
％

※
法

的
措

置
実

施
件

数
平

成
1
8
年

度
（

平
成

1
9
年

1
月

末
現

在
）

→
平

成
1
9
年

度
（

平
成

2
0
年

1
月

末
現

在
）

支
払

督
促

制
度

5
6
件

→
8
3
件

少
額

訴
訟

1
1件

→
1
3
件

訴
訟

1
7件

→
3
3
件

計
8
4件

→
12

9
件



-
7
9

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

４
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

策
定

特
に

早
急

な
経

営
改

善
着

手
が

必
要

な
５

９
病

院
が

、
本

部
及

び
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

部
門

毎
の

生
産

性
に

着
目

す
る

な
ど

し
て

、
改

善
項

目
を

検
討

し
、

行
動

目
標

を
明

確
化

し
た

中
期

的
な

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
を

策
定

し
た

。
そ

の
う

ち
、

南
横

浜
病

院
を

除
き

、
過

去
債

務
の

利
払

額
を

超
え

る
改

善
が

見
込

ま
れ

る
５

８
病

院
に

つ
い

て
平

成
２

０
年

３
月

末
に

本
部

が
承

認
し

た
。 な

お
、

南
横

浜
病

院
に

つ
い

て
は

、
改

善
目

標
に

達
成

し
て

い
な

い
と

と
も

に
、

病
院

運
営

の
改

善
を

図
る

た
め

の
中

期
的

な
行

動
目

標
・

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
も

困
難

で
あ

り
、

債
務

が
累

増
す

る
状

況
を

改
善

す
る

方
策

が
な

い
こ

と
か

ら
承

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
こ

の
た

、「
（

）
」（

）
、

め
経

営
改

善
計

画
再

生
プ

ラ
ン

の
策

定
・

達
成

不
能

な
病

院
の

取
扱

い
に

つ
い

て
平

成
２

０
年

３
月

３
１

日
本

部
決

定
に

基
づ

き
神

奈
川

県
内

の
結

核
患

者
の

動
向

や
地

域
医

療
の

現
状

を
踏

ま
え

平
成

２
０

年
１

２
月

１
日

を
も

っ
て

廃
止

す
る

こ
と

と
し

た
。

【
再

生
プ

ラ
ン

の
具

体
的

な
取

組
み

】
※

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

の
体

制
本

部
及

び
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

に
専

属
チ

ー
ム

を
設

置
し

、
さ

ら
に

病
院

長
、

副
院

長
等

を
本

部
特

別
顧

問
と

し
て

委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９

名
・

本
部

再
生

プ
ラ

ン
専

属
チ

ー
ム

２
６

名
・

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
再

生
プ

ラ
ン

専
属

チ
ー

ム
７

３
名

※
中

期
的

な
（

平
成

２
０

年
度

～
平

成
２

２
年

度
３

年
間

）
経

営
改

善
計

画
を

策
定

・
事

業
規

模
関

係
・

・
・

病
院

規
模

等
・

サ
ー

ビ
ス

内
容

関
係

・
・

・
実

施
診

療
科

等
・

サ
ー

ビ
ス

体
制

関
係

・
・

・
病

棟
編

成
、

人
員

配
置

等
・

設
備

投
資

関
係

・
・

・
医

療
機

器
更

新
計

画
、

建
物

保
守

等
計

画
・

資
金

関
係

・
・

・
中

期
の

資
金

計
画

※
現

在
の

患
者

数
、

診
療

収
益

な
ど

を
前

提
に

「
人

、
物

、
資

金
」

の
最

適
化

・
部

門
別

（
診

療
科

・
病

棟
等

）
の

収
益

・
生

産
性

に
よ

る
分

析
→

課
題

の
所

在
を

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
明

確
化

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
に

よ
る

分
析

→
原

因
の

把
握

、
具

体
的

な
目

標
値

の
設

定
・

機
能

強
化

・
生

産
性

の
向

上
→

外
部

環
境

分
析

な
ど

に
よ

る
実

現
可

能
性

の
検

証
・

診
療

機
能

、
規

模
、

人
員

体
制

の
見

直
し

→
ダ

ウ
ン

サ
イ

ジ
ン

グ
（

人
事

異
動

も
考

慮
）

※
個

別
訪

問
等

の
実

施
計

画
策

定
に

際
し

て
は

、
病

院
の

計
画

案
と

改
善

目
標

額
（

率
）

と
の

乖
離

が
大

き
い

病
院

な
ど

、
特

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
２

８
病

院
に

対
し

て
、

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

が
、

個
別

に
訪

問
。

病
院

幹
部

の
意

識
改

革
を

図
る

こ
と

を
基

本
に

、
生

産
性

の
指

標
か

ら
病

院
の

課
題

を
徹

底
的

に
洗

い
出

し
、

考
え

得
る

具
体

的
な

改
善

方
策

に
つ

い
て

、
病

院
と

の
意

見
交

換
を

通
じ

て
計

画
策

定
を

支
援

。

【
説

明
資

料
】

資
料

7
6
：

経
営

の
改

善
〔

3
6
4

頁
〕

資
料

7
7
：

平
成

１
９

年
度

医
業

未
収

金
に

係
る

法
的

措
置

等
実

施
状

況
〔

3
7
6

頁
〕

資
料

6
3
：

中
期

的
観

点
か

ら
の

個
別

病
院

の
経

営
改

善
に

つ
い

て
〔

3
1
4

頁
〕



-
8
0

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会

と
し

て
の

評
定

理
由

）
［

数
値

目
標

］
・

５
年

間
で

累
計

し
た

損
益

計
算

で
経

常
収

支
率

１
０

０
％

以
上

平
成

１
６

年
度

か
ら

平
成

１
９

年
度

ま
で

の
４

年
間

で
累

計
し

た
損

益
計

算
で

経
常

収
支

大
幅

な
経

営
改

善
は

高
く

評
価

す
る

。
個

別
病

院
毎

の
再

生
プ

ラ
ン

の
策

定
も

非
常

率
は

１
０

１
．

５
％

と
な

っ
て

い
る

（
業

務
実

績
７

７
頁

参
照

）
に

重
要

で
あ

り
、

今
後

の
目

標
達

成
に

向
け

た
更

な
る

努
力

を
注

視
し

て
い

き
た

い
。

。

［
評

価
の

視
点

］
（

各
委

員
の

評
定

理
由

）
・

中
期

計
画

で
掲

げ
た

経
常

収
支

率
に

係
る

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

取
り

組
実

績
：

○
み

、
着

実
に

進
展

し
て

い
る

か
。

・
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

や
地

域
連

携
に

よ
る

診
療

報
酬

上
位

基
準

の
取

得
な

ど
経

営
改

善
・

経
常

収
支

率
を

は
じ

め
著

し
く

改
善

さ
れ

て
い

る
。

に
向

け
た

収
益

の
増

加
や

、
経

費
節

減
等

の
努

力
を

行
い

、
４

期
連

続
の

黒
字

（
経

常
収

・
大

幅
な

経
営

改
善

を
達

成
し

た
。

支
）

か
つ

、
大

幅
な

改
善

と
な

り
、

中
期

計
画

で
掲

げ
た

目
標

に
向

け
て

着
実

に
進

展
が

・
堅

実
な

努
力

を
積

み
上

げ
て

成
果

を
出

し
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
図

ら
れ

た
。

・
４

期
連

続
の

黒
字

、
経

常
収

支
2
8
9
億

円
、

経
常

収
支

率
1
0
3
.
8
％

は
大

変
高

く
評

価
（

平
成

１
９

年
度

経
常

収
支

＋
２

８
９

億
円

、
経

常
収

支
率

１
０

３
．

８
％

（
業

務
実

で
き

る
。

）
績

７
７

頁
参

照
）

・
個

別
病

院
毎

の
再

生
プ

ラ
ン

の
策

定
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
・

在
院

日
数

の
短

縮
や

経
費

節
減

を
着

実
に

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
１

９
年

度
は

医
業

・
総

収
支

に
つ

い
て

も
昨

年
を

大
き

く
上

回
り

３
期

連
続

で
純

利
益

を
出

す
こ

と
が

で
き

、
未

収
金

を
減

ら
し

て
お

り
、

１
６

年
度

か
ら

１
９

年
度

ま
で

の
４

年
間

で
累

計
し

た
損

通
期

の
利

益
剰

余
金

３
１

６
億

円
を

計
上

し
た

（
業

務
実

績
７

７
頁

参
照

）
益

計
算

で
経

常
収

支
率

1
0
1
.
5
％

は
高

く
評

価
で

き
る

。
。

・
平

成
1
9
年

度
の

経
常

収
支

率
は

1
0
3
.
8
％

。
4
期

連
続

の
黒

字
か

つ
大

幅
改

善
と

な
っ

・
個

々
の

病
院

毎
で

は
赤

字
病

院
数

が
減

少
△

２
９

病
院

す
る

と
と

も
に

赤
字

額
△

た
。

こ
の

結
果

、
平

成
1
6
年

度
か

ら
平

成
1
9
年

度
ま

で
の

４
年

間
で

累
計

し
た

損
益

計
、

（
）

（
１

３
４

億
円

）
が

減
少

し
、

大
幅

な
収

支
改

善
が

さ
れ

た
（

業
務

実
績

７
７

頁
参

照
）

算
で

の
経

常
収

支
率

は
1
0
1
.
5
％

と
な

り
、

中
期

計
画

の
数

値
目

標
達

成
に

向
け

、
着

実
。

な
進

展
が

は
か

ら
れ

た
。

昨
今

の
厳

し
い

医
療

経
営

環
境

の
中

、
高

く
評

価
で

き
る

実
・

全
体

的
に

は
着

実
な

進
展

が
図

ら
れ

て
い

る
中

に
あ

っ
て

、
国

時
代

の
設

備
投

資
等

に
よ

績
と

い
え

る
。

る
長

期
借

入
金

の
返

済
が

不
可

能
な

状
態

に
あ

っ
た

病
院

等
（

５
８

病
院

）
に

つ
い

て
、

・
４

年
連

続
経

常
黒

字
達

成
は

中
期

目
標

を
大

幅
に

上
回

り
、

本
部

並
び

に
各

病
院

の
過

去
債

務
の

利
払

額
を

超
え

る
改

善
を

図
る

た
め

の
中

期
的

な
経

営
改

善
計

画
（

再
生

プ
努

力
に

心
か

ら
の

拍
手

を
送

り
た

い
。

ラ
ン

）
を

策
定

し
た

（
業

務
実

績
７

８
頁

参
照

）
・

収
益

増
に

向
け

た
様

々
な

取
組

、
経

費
減

へ
の

各
般

の
努

力
な

ど
に

よ
り

経
常

収
支

。
、

．
。

２
８

９
億

円
の

黒
字

収
支

率
１

０
３

８
％

と
大

変
に

良
好

な
経

営
実

績
を

あ
げ

た
総

収
支

で
も

２
３

８
億

円
の

黒
字

と
対

前
年

１
４

９
億

円
増

と
大

幅
増

益
で

高
く

評
価

す
る

。
・

累
計

損
益

計
算

で
経

常
収

支
率

１
０

０
％

以
上

の
中

期
目

標
に

対
し

て
、

１
０

１
．

５
％

と
既

に
大

き
く

上
回

っ
て

お
り

、
高

く
評

価
す

る
。

・
赤

字
病

院
が

減
少

し
、

残
っ

た
赤

字
病

院
に

対
し

て
も

再
生

プ
ラ

ン
を

策
定

す
る

な
ど

経
営

改
善

に
向

け
た

取
組

を
開

始
し

て
い

る
。

高
く

評
価

す
る

し
、

大
い

に
期

待
し

た
い

。
・

診
療

報
酬

引
き

下
げ

の
中

で
経

常
収

支
率

１
０

０
％

以
上

を
確

実
に

達
成

。
目

標
に

は
な

い
が

、
未

収
金

対
策

に
も

力
を

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

（
そ

の
他

の
意

見
）

・
特

に
な

し
。



-
8
1

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
固

定
負

債
割

合
の

改
善

２
固

定
負

債
割

合
の

改
善

２
固

定
負

債
割

合
の

改
善

２
固

定
負

債
割

合
の

改
善

１
．

病
院

の
機

能
維

持
に

必
要

な
整

備
を

行
い

つ
つ

負
債

の
減

少
各

病
院

の
機

能
の

維
持

を
図

り
つ

つ
、

各
病

院
の

機
能

の
維

持
を

図
り

つ
つ

、
平

成
１

９
年

度
の

長
期

借
入

等
の

予
定

枠
を

４
３

０
億

円
（

平
成

投
資

の
効

率
化

を
進

め
、

国
立

病
院

機
構

投
資

を
抑

制
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
機

１
８

年
度

か
ら

繰
り

越
さ

れ
る

も
(
1)

建
築

単
価

の
見

直
し

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
を

構
の

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
残

高
）

の
を

含
む

）
と

す
る

と
と

も
に

、
建

物
整

備
に

お
け

る
建

築
コ

ス
ト

を
引

き
下

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

必
要

な
整

備
内

容
を

確
保

し
つ

つ
整

備
総

額
の

縮
減

を
図

っ
た

。
減

ら
す

こ
と

に
よ

り
財

務
内

容
の

改
善

を
を

減
少

さ
せ

る
。

内
部

資
金

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
図

る
こ

と
。

そ
の

た
め

、
個

々
の

病
院

に
お

け
る

建

機
構

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
(
2)

医
療

機
器

整
備

の
投

資
枠

物
や

大
型

医
療

機
器

の
投

資
に

当
た

っ
て

等
の

残
高

）
を

減
少

さ
せ

る
。

病
院

の
機

能
維

持
に

必
要

な
医

療
機

器
へ

の
投

資
を

適
切

に
行

う
た

め
、

各
病

院
の

平
成

１
８

年
度

の
決

算
状

況
を

踏
ま

え
た

投
資

枠
を

設
は

、
長

期
借

入
金

等
の

償
還

確
実

性
等

を

定
し

、
投

資
の

回
収

や
効

果
に

つ
い

て
も

十
分

に
検

証
を

行
い

、
必

要
か

つ
無

駄
の

な
い

投
資

を
行

っ
た

。
確

保
す

る
と

と
も

に
、

一
定

の
自

己
資

金

を
用

意
す

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

(
3
)

内
部

資
金

の
活

用
内

部
資

金
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
償

還
期

間
の

短
い

貸
付

設
定

や
償

還
方

法
の

多
様

化
を

行
い

、
病

院
が

投
資

内
容

に
見

合
っ

た
償

還
期

間
を

選
択

し
や

す
い

も
の

と
し

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
機

構
全

体
と

し
て

長
期

借
入

金
の

償
還

を
早

め
る

仕
組

み
を

平
成

１
９

年
６

月
よ

り
実

施
し

た
。

な
お

、
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
独

法
化

後
は

じ
め

て
財

政
融

資
資

金
か

ら
借

入
を

行
わ

ず
、

財
投

機
関

債
と

内
部

資
金

に
よ

り
投

資
１

予
算

別
紙

１

１
予

算
別

紙
１

を
行

っ
た

。
２

収
支

計
画

別
紙

２

２
収

支
計

画
別

紙
２

○
中

期
目

標
（

中
期

計
画

期
間

中
総

投
資

額
1
,
9
8
4
億

円
）

に
対

す
る

進
捗

16
年

度
1
7
年

度
18

年
度

19
年

度

支
払

決
定

額
6
8
4
億

円
4
5
1
億

円
3
1
2
億

円
2
2
6
億

円

累
計

額
6
84

億
円

1
,1

3
5億

円
1,

44
7
億

円
1
,
67

3億
円

総
投

資
額

に
対

す
る

割
合

累
計

額
／

1
,
9
8
4
億

円
3
4
.
4
％

5
7.

2
％

7
2
.
9
％

8
4
.
3
％

（
）

○
平

成
1
9
年

度
長

期
借

入
金

等
借

入
実

績

区
分

計
画

実
績

差
額

財
政

融
資

資
金

3
7
0
億

円
1
0
0
億

円
▲

2
7
0
億

円

財
投

機
関

債
5
0
億

円
50

億
円

0
億

円

民
間

借
入

1
0
億

円
0
億

円
▲

1
0
億

円

合
計

43
0
億

円
1
50

億
円

▲
28

0
億

円

※
財

政
投

融
資

資
金

2
0
0
億

円
は

、
平

成
2
0
年

度
へ

繰
越

○
固

定
負

債
額

の
減

少
割

合

対
前

年
度

対
前

々
年

度
対

1
6
年

度
1
6
年

度
期

首
1
7
年

度
期

末
1
8
年

度
期

末
1
9
年

度
期

末
減

少
率

減
少

額
減

少
率

減
少

額
減

少
率

減
少

額
7
,
47

1億
円

7
,
22

3億
円

6
,9

2
5億

円
6
,5

0
1億

円
▲

42
4億

円
▲

6
.1

％
▲

7
22

億
円

▲
10

.
0％

▲
9
7
0億

円
▲

1
3.

0
％

※
財

政
融

資
資

金
繰

上
償

還
額

９
１

億
円

を
含

む
。

【
説

明
資

料
】

資
料

7
8
：

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

年
度

計
画

別
紙

１
平

成
１

９
年

度
予

算
〔

3
7
9

頁
〕

資
料

7
9
：

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

年
度

計
画

別
紙

２
平

成
１

９
年

度
収

支
計

画
〔

3
8
1

頁
〕

４
国

立
病

院
機

構
が

承
継

す
る

債
務

の
償

還
４

機
構

が
承

継
す

る
債

務
の

償
還

４
機

構
が

承
継

す
る

債
務

の
償

還
４

機
構

が
承

継
す

る
債

務
の

償
還

１
．

財
政

融
資

資
金

の
繰

上
げ

償
還

承
継

し
た

債
務

の
処

理
を

確
実

に
行

う
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

く
、

会
計

処
理

平
成

１
９

年
度

の
償

還
を

約
定

ど
お

り
行

う
。

機
構

が
承

継
し

た
過

去
債

務
に

つ
い

て
、

将
来

の
債

務
負

担
軽

減
の

観
点

か
ら

、
平

成
１

９
年

度
は

財
政

融
資

資
金

借
入

金
の

繰
上

償
還

（
９

こ
と

。
へ

と
変

わ
る

こ
と

か
ら

、
国

立
病

院
機

構

０
．

6
億

円
）

を
行

っ
た

こ
と

。
ま

た
、

繰
上

償
還

に
よ

っ
て

生
じ

る
補

償
額

（
１

５
.
6
億

円
）

と
当

初
利

息
（

２
１

.
4
億

円
）

と
の

差
額

（
△

全
体

と
し

て
、

収
支

相
償

を
目

指
す

と
と

５
.
8
億

円
）

に
よ

り
、

経
営

改
善

の
活

用
策

と
し

た
。

も
に

、
借

入
金

の
元

利
償

還
を

確
実

に
行

う
。

平
成

１
９

年
度

償
還

額
元

金
５

７
，

４
０

２
，

７
５

４
千

円
利

息
１

８
，

８
９

４
，

０
６

５
千

円
合

計
７

６
，

２
９

６
，

８
１

９
千

円
（

う
ち

繰
上

償
還

額
）

元
金

９
，

０
６

３
，

８
２

０
千

円
補

償
額

１
，

５
６

６
，

６
１

０
千

円
合

計
１

０
，

６
３

０
，

４
３

０
千

円

２
．

約
定

ど
お

り
の

確
実

な
償

還
当

初
、

予
定

し
て

い
た

平
成

１
９

年
度

分
に

つ
い

て
も

、
約

定
ど

お
り

償
還

を
確

実
に

行
っ

た
。



-
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
４

短
期

借
入

金
の

限
度

額
第

４
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

短
期

借
入

金
の

限
度

額

１
限

度
額

1
1
0
,
0
0
0
百

万
円

平
成

１
９

年
度

に
お

け
る

短
期

借
入

金
は

な
い

。
１

限
度

額
１

１
０

，
０

０
０

百
万

円

２
想

定
さ

れ
る

理
由

２
想

定
さ

れ
る

理
由

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

等
に

よ

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

る
資

金
不

足
へ

の
対

応

等
に

よ
る

資
金

不
足

へ
の

対
応

②
業

績
手

当
ボ

ー
ナ

ス
の

支
給

等
（

）
、

②
業

績
手

当
（

ボ
ー

ナ
ス

）
の

資
金

繰
り

資
金

の
出

費
へ

の
対

応

支
給

等
、

資
金

繰
り

資
金

の
出

費
へ

の
対

応
③

予
定

外
の

退
職

者
の

発
生

に
伴

う
退

③
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

職
手

当
の

支
給

等
、

偶
発

的
な

出
費

増

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

へ
の

対
応

発
的

な
出

費
増

へ
の

対
応

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
そ

の
計

画
第

５
重

要
な

財
産

を
譲

渡
し

、
又

は
担

保
第

５
重

要
な

財
産

を
譲

渡
し

、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
と

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
そ

の
計

画

○
浜

田
医

療
セ

ン
タ

ー
の

土
地

交
換

処
分

き
は

そ
の

計
画

な
し

島
根

県
県

西
部

地
域

の
高

度
医

療
を

担
う

中
心

的
な

医
療

機
関

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

国
立

病
院

機
構

浜
田

医
療

セ
ン

タ
ー

は
、

島
根

な
し

県
、

浜
田

市
等

に
よ

る
県

西
部

の
地

域
医

療
の

充
実

強
化

を
図

る
た

め
の

協
議

等
に

お
い

て
浜

田
医

療
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化

に
は

抜
本

的
な

整
備

が
必

要
と

さ
れ

、
敷

地
が

狭
隘

な
た

め
早

期
に

移
転

新
築

が
で

き
る

よ
う

協
力

す
る

こ
と

が
合

意
さ

れ
た

。
島

根
県

は
、

既
存

の
成

人
病

予
防

セ
ン

タ
ー

等
を

浜
田

医
療

セ
ン

タ
ー

と
合

築
し

、
運

営
を

委
託

す
る

こ
と

と
し

、
浜

田
市

は
Ｊ

Ｒ
浜

田
駅

北
側

を
「

浜
田

市
医

療
福

祉
ゾ

ー
ン

」
と

し
て

位
置

づ
け

整
備

す
る

方
針

を
決

定
、

駅
北

側
再

開
発

計
画

の
一

環
と

し
て

浜
田

医
療

セ
ン

タ
ー

整
備

に
ま

と
ま

っ
た

一
体

地
を

確
保

し
、

現
在

の
浜

田
医

療
セ

ン
タ

ー
敷

地
と

土
地

交
換

契
約

を
締

結
し

た
。

な
お

、
浜

田
市

は
、

交
換

に
よ

り
取

得
し

た
土

地
を

文
教

・
住

居
ゾ

ー
ン

と
位

置
付

け
、

将
来

の
浜

田
市

の
活

性
化

に
供

す
る

ま
ち

づ
く

り
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

第
６

剰
余

金
の

使
途

第
６

剰
余

金
の

使
途

第
６

剰
余

金
の

使
途

平
成

１
９

年
度

の
決

算
に

お
い

て
２

３
，

８
９

２
百

万
円

の
剰

余
が

生
じ

た
た

め
、

積
立

金
と

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

は
、

な
お

、
平

成
１

８
年

度
決

算
に

お
け

る
７

，
７

４
１

百
万

円
の

剰
余

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
０

年
３

月
３

１
日

、
厚

生
労

働
大

臣
か

ら
目

的
積

立
将

来
の

投
資

（
病

院
建

物
の

整
備

・
修

繕
、

金
の

承
認

を
受

け
た

。
医

療
機

器
等

の
購

入
等

）
に

充
て

る
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会

と
し

て
の

評
定

理
由

）
固

定
負

債
割

合
に

つ
い

て
平

成
１

５
年

度
と

の
比

較
で

１
４

５
％

減
少

し
６

５
０

、
．

（
，

１
１

２
百

万
円

、
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
て

着
実

な
進

展
が

あ
っ

た
。

固
定

負
債

割
合

の
改

善
は

、
中

期
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

実
績

で
あ

り
高

く
評

価
す

）
る

。
［

数
値

目
標

］
・

固
定

負
債

割
合

１
割

削
減

６
８

４
，

４
１

４
百

万
円

・
平

成
１

５
年

度
と

の
比

較
で

１
４

．
５

％
減

少
し

た
（

６
５

０
，

１
１

２
百

万
円

（
業

）
。

（
各

委
員

の
評

定
理

由
）

（
承

継
時

長
期

借
入

金
７

６
０

，
４

６
０

百
万

円
）

務
実

績
８

０
頁

参
照

）
・

著
し

く
改

善
さ

れ
て

い
る

。
［

評
価

の
視

点
］

・
予

定
よ

り
も

順
調

に
固

定
負

債
が

減
少

し
て

い
る

。
・

投
資

を
抑

制
的

に
行

い
、

固
定

負
債

の
減

少
を

図
っ

て
い

る
か

。
実

績
：

○
・

固
定

負
債

の
減

少
、

適
正

な
投

資
な

ど
計

画
を

上
回

る
結

果
を

出
し

て
い

る
。

ま
た

個
々

の
病

院
に

お
け

る
建

物
や

大
型

医
療

機
器

の
投

資
に

当
た

っ
て

・
中

期
目

標
を

上
回

る
整

備
を

確
保

し
つ

つ
、

長
期

借
入

金
残

高
が

対
前

年
度

６
．

１
％

、
・

資
金

調
達

、
運

用
も

妥
当

で
あ

り
評

価
で

き
る

。
、

、
長

期
借

入
金

等
の

償
還

確
実

性
等

や
一

定
の

自
己

資
金

等
を

含
め

、
基

本
的

４
２

４
億

円
の

減
少

（
平

成
１

８
年

度
は

４
．

１
％

、
２

９
８

億
円

減
）

を
図

っ
た

。
・

固
定

負
債

割
合

の
減

少
、

長
期

借
入

金
残

高
の

減
少

、
長

期
借

入
金

の
抑

制
を

高
く

な
考

え
方

等
は

整
備

さ
れ

て
い

る
か

。
ま

た
、

第
４

期
事

業
年

度
に

お
い

て
、

中
期

目
標

の
１

０
％

削
減

を
上

回
る

１
３

％
削

減
評

価
す

る
。

を
達

成
し

た
（

業
務

実
績

８
０

頁
参

照
）

・
病

院
の

建
物

整
備

及
び

医
療

機
器

整
備

に
関

し
て

、
建

築
コ

ス
ト

の
引

き
下

げ
や

医
。

療
機

器
の

た
め

の
適

切
な

投
資

で
、

長
期

借
入

金
の

残
高

を
着

実
に

減
ら

し
、

１
９

年
・

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

に
つ

い
て

、
計

画
と

実
績

と
を

比
較

し
て

乖
離

が
実

績
：

〇
度

の
短

期
借

入
金

が
な

か
っ

た
こ

と
は

高
く

評
価

で
き

る
。

あ
る

場
合

、
そ

の
理

由
は

合
理

的
な

も
の

か
。

・
投

資
に

当
た

っ
て

は
、

平
成

１
８

年
度

ま
で

の
契

約
状

況
の

分
析

に
よ

る
算

定
方

法
の

見
・

建
築

コ
ス

ト
の

削
減

、
投

資
へ

の
内

部
資

金
の

活
用

等
に

よ
り

、
中

期
目

標
を

上
回

直
し

や
、

必
要

な
整

備
量

を
確

保
し

つ
つ

、
長

期
借

入
金

を
抑

制
し

た
。

る
整

備
を

確
保

し
つ

つ
、

長
期

借
入

金
残

高
を

対
1
8
年

度
比

6
.
1
％

、
4
2
4
億

円
の

減
少

ま
た

、
長

期
借

入
金

残
高

を
減

少
さ

せ
る

た
め

、
次

の
取

組
を

行
っ

た
。

を
図

っ
た

点
は

高
く

評
価

で
き

る
。

（
１

）
よ

り
実

勢
価

格
に

近
い

積
算

価
格

と
す

る
た

め
整

備
計

画
時

か
ら

建
築

コ
ス

ト
の

・
固

定
負

債
割

合
は

平
成

1
5
年

度
対

比
1
4
.
5
％

減
少

し
、

中
期

計
画

の
数

値
目

標
（

平
削

減
成

15
年

度
対

比
1
割

削
減

）
を

上
回

る
実

績
を

あ
げ

た
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
（

２
）

投
資

へ
の

内
部

資
金

（
病

院
の

自
己

資
金

、
預

託
金

等
）

の
活

用
・

平
成

1
9
年

度
分

は
、

約
定

に
従

い
、

確
実

に
償

還
を

行
っ

て
い

る
。

（
３

）
繰

上
償

還
に

よ
る

固
定

負
債

の
減

少
（

業
務

実
績

８
０

頁
参

照
）

・
固

定
負

債
割

合
減

少
は

着
実

に
成

果
を

あ
げ

、
中

期
目

標
を

大
幅

に
上

回
っ

た
。

・
平

成
１

９
年

度
決

算
に

お
い

て
約

２
３

９
億

円
の

剰
余

金
を

生
じ

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
・

長
期

借
入

金
残

高
の

減
少

も
大

幅
に

中
期

目
標

を
上

回
っ

た
。

。
（

業
務

実
績

８
１

頁
参

照
）

・
計

画
的

な
資

金
運

用
で

短
期

借
入

金
を

必
要

と
し

な
か

っ
た

成
果

も
大

き
い

。
・

固
定

負
債

割
合

の
改

善
に

つ
い

て
、

建
築

単
価

の
見

直
し

、
医

療
機

器
投

資
の

適
切

・
短

期
借

入
金

に
つ

い
て

、
借

入
理

由
や

借
入

額
等

の
状

況
は

適
切

な
も

の
と

実
績

：
○

化
、

内
部

資
金

の
有

効
活

用
等

に
よ

り
、

着
実

に
進

ん
で

お
り

、
中

期
目

標
(
１

割
減

)
認

め
ら

れ
る

か
。

・
計

画
的

な
資

金
運

用
を

行
い

、
短

期
借

入
金

を
必

要
と

し
な

か
っ

た
（

業
務

実
績

８
１

頁
を

大
き

く
上

回
る

水
準

(
１

４
．

５
％

)
と

な
っ

て
い

る
。

高
く

評
価

す
る

。
。

参
照

）
・

中
期

目
標

を
上

回
る

整
備

水
準

を
確

保
し

つ
つ

長
期

債
務

を
１

９
年

度
も

４
２

４
億

円
減

(
対

前
年

１
２

６
億

円
の

削
減

増
)
を

図
っ

て
お

り
、

高
く

評
価

す
る

。
・

借
入

金
の

元
利

償
還

を
確

実
に

行
っ

て
い

る
か

。
実

績
：

〇
・

借
入

金
の

元
利

償
還

も
確

実
に

行
っ

て
い

る
ほ

か
、

１
９

年
度

は
将

来
の

経
営

負
担

・
繰

上
償

還
に

つ
い

て
は

、
将

来
の

債
務

負
担

を
軽

減
（

５
.
８

億
円

）
さ

せ
、

今
後

１
０

年
軽

減
を

企
図

し
、

新
た

に
９

０
億

円
の

繰
り

上
げ

償
還

を
実

施
し

た
こ

と
も

、
将

来
に

間
の

医
療

機
器

、
建

物
等

に
係

る
投

資
に

必
要

な
資

金
の

確
保

し
つ

つ
、

投
資

期
間

相
当

わ
た

る
経

営
健

全
性

を
図

る
観

点
か

ら
も

高
く

評
価

す
る

。
（

残
存

期
間

１
０

年
も

の
）

の
借

入
金

を
繰

上
償

還
し

た
（

業
務

実
績

８
０

頁
参

照
）

・
い

ず
れ

も
目

標
を

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
。

。
、

、
。（

）
・

平
成

１
９

年
度

分
は

約
定

に
従

い
確

実
に

償
還

を
行

っ
た

業
務

実
績

８
０

頁
参

照

（
そ

の
他

の
意

見
）

・
特

に
な

し
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項
第

５
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項
営

に
関

す
る

事
項

１
人

事
に

関
す

る
計

画
１

人
事

に
関

す
る

計
画

１
人

事
に

関
す

る
計

画
１

人
事

に
関

す
る

計
画

①
方

針
①

方
針

①
方

針
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

国
民

の
医

療
需

要
や

医
療

環
境

の
変

化
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

て

１
．

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
及

び
療

養
介

護
事

業
へ

の
対

応
（

再
掲

）
に

応
え

、
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

供
し

て
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
数

に
つ

平
成

１
８

年
１

０
月

の
自

立
支

援
法

施
行

に
よ

り
、

２
７

病
院

が
療

養
介

助
事

業
者

と
な

っ
て

お
り

、
対

象
病

棟
の

対
象

患
者

に
対

す
る

個
別

し
て

い
く

た
め

に
、

医
師

等
の

医
療

従
事

従
事

者
数

に
つ

い
て

は
、

医
療

を
取

り

い
て

は
、

医
療

を
取

り
巻

く
状

の
療

養
介

護
計

画
書

を
作

成
し

た
り

、
療

養
介

助
員

を
増

員
す

る
な

ど
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
充

実
さ

せ
て

い
る

。
者

を
適

切
に

配
置

す
る

一
方

、
技

能
職

に
巻

く
状

況
の

変
化

に
応

じ
て

柔
軟

に
対

況
の

変
化

に
応

じ
て

柔
軟

に
対

ま
た

、
患

者
の

多
様

な
要

望
に

応
じ

て
ケ

ア
の

充
実

を
図

る
た

め
、

看
護

師
の

指
示

の
下

、
入

浴
、

食
事

、
排

泄
等

の
ボ

デ
ィ

ー
タ

ッ
チ

を
主

つ
い

て
は

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

等
に

努
め

応
す

る
。

、

応
す

る
。

と
し

た
療

養
介

助
員

を
重

心
・

筋
ジ

ス
病

棟
の

み
な

ら
ず

、
神

経
難

病
病

棟
を

含
め

９
５

人
増

員
し

、
長

期
療

養
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

基
本

で
あ

る
一

層
の

効
率

化
を

図
る

こ
と

。
技

能
職

等
の

職
種

に
つ

い
て

は
、

業

技
能

職
等

の
職

種
に

つ
い

て
日

常
生

活
の

ケ
ア

に
関

す
る

介
助

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
体

制
を

強
化

し
た

。
ま

た
、

必
要

な
人

材
の

育
成

や
能

力
開

務
の

簡
素

化
・

迅
速

化
、

ア
ウ

ト
ソ

ー

、
、

発
、

人
事

評
価

や
異

動
を

適
切

に
行

う
こ

シ
ン

グ
化

等
に

よ
る

効
率

化
を

図
る

。
は

業
務

の
簡

素
化

・
迅

速
化

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
等

に
よ

【
療

養
介

助
員

配
置

数
】

と
の

で
き

る
シ

ス
テ

ム
の

確
立

を
図

る
こ

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

保
及

び
有

る
効

率
化

を
図

る
。

平
成

１
８

年
度

３
９

病
院

３
１

４
名

→
平

成
１

９
年

度
４

３
病

院
４

０
９

名
と

。
効

活
用

を
図

る
た

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

内
で

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

保
の

職
員

一
括

採
用

を
行

う
と

と
も

に
ブ

２
．

技
能

職
の

離
職

後
の

不
補

充
並

び
に

非
常

勤
化

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
の

継
続

（
再

掲
）

ロ
ッ

ク
内

で
の

人
事

交
流

を
促

進
す

る
及

び
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
、

、
、

、
た

め
の

人
事

調
整

会
議

の
設

置
を

行
う

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

で
の

職
員

一
括

技
能

職
に

つ
い

て
は

業
務

の
簡

素
化

・
迅

速
化

を
図

り
常

勤
職

員
の

離
職

後
の

後
補

充
は

行
わ

ず
短

時
間

の
非

常
勤

職
員

で
の

後
補

充
採

用
を

行
う

と
と

も
に

、
ブ

ロ
又

は
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
化

を
図

っ
た

。
ほ

か
、

有
為

な
人

材
の

育
成

や
能

力
の

ッ
ク

内
で

の
人

事
交

流
を

促
進

な
お

、
業

務
委

託
に

つ
い

て
も

、
検

査
部

門
に

お
け

る
ブ

ラ
ン

チ
ラ

ボ
を

平
成

１
８

年
度

ま
で

に
７

病
院

、
平

成
１

９
年

度
か

ら
新

た
に

高
松

開
発

を
行

う
た

め
の

研
修

を
実

施
す

す
る

よ
う

人
事

調
整

会
議

の
運

医
療

セ
ン

タ
ー

で
導

入
、

給
食

業
務

の
全

面
委

託
を

平
成

１
８

年
度

ま
で

に
６

病
院

で
導

入
し

て
お

り
、

引
き

続
き

効
果

的
な

運
営

を
行

っ
た

。
る

。

営
を

行
う

ほ
か

、
有

為
な

人
の

３
．

良
質

な
人

材
の

確
保

及
び

有
効

活
用

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

良
質

な
人

材
の

確
保

及
び

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
平

成
１

８
年

度
に

引
き

続
き

、
院

長
の

選
任

に
あ

た
っ

て
は

適
材

適
所

を
徹

底
し

、
ま

た
、

職
員

の
採

用
に

あ
た

っ
て

は
、

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

で
実

施
す

る
と

と
も

に
、

看
護

師
の

施
設

間
研

修
や

業
務

支
援

を
目

的
と

し
た

人
事

異
動

を
含

め
ブ

ロ
ッ

ク
内

で
の

人
事

交
流

を
促

進
す

る
た

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

担
当

理
事

が
任

命
権

を
有

す
る

職
員

の
人

事
異

動
の

調
整

を
行

う
人

事
調

整
会

議
を

開
催

し
、

平
成

２
０

年
４

月
１

日
付

人
事

異
動

等
に

つ
き

適
正

に
調

整
を

行
っ

た
。

４
．

研
修

の
実

施
有

為
な

人
材

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
、

国
立

病
院

機
構

本
部

研
修

委
員

会
に

よ
り

研
修

計
画

を
策

定
し

、
実

施
し

た
。

平
成

１
９

年
度

の
計

画
に

お
い

て
も

平
成

１
８

年
度

に
引

き
続

き
、

院
長

又
は

副
院

長
と

い
っ

た
管

理
・

監
督

者
に

必
要

な
病

院
の

管
理

運
営

に
関

す
る

知
識

の
習

得
及

び
管

理
運

営
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

院
長

研
修

並
び

に
副

院
長

研
修

に
加

え
、

新
た

に
統

括
診

療
部

長
研

修
及

び
事

務
（

部
）

長
研

修
を

実
施

し
、

ま
た

、
業

績
評

価
制

度
の

導
入

に
伴

う
評

価
者

の
客

観
的

で
公

平
な

立
場

で
評

価
を

行
う

た
め

の
研

修
等

を
実

施
し

た
。

な
お

、
平

成
１

９
年

度
に

実
施

し
た

研
修

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

(
1
)

国
立

病
院

機
構

本
部

に
お

け
る

院
長

研
修

・
業

績
評

価
に

係
る

研
修

等
の

実
施

院
長

研
修

２
５

人
副

院
長

研
修

３
４

人
統

括
診

療
部

長
研

修
（

新
規

）
３

０
人

事
務

（
部

）
長

研
修

（
新

規
）

４
７

人
な

ど
、

３
０

コ
ー

ス
実

施
、

３
,
７

３
５

人
が

受
講

(
2
)

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に

お
け

る
医

療
安

全
対

策
研

修
等

の
実

施
１

６
０

コ
ー

ス
実

施
、

６
,
５

０
３

人
が

受
講

(
3
)

病
院

に
お

け
る

感
染

管
理

研
修

等
の

実
施

２
,９

８
６

コ
ー

ス
実

施
、

１
２

１
,
１

３
０

人
が

受
講
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

医
師

確
保

対
策

の
推

進

(
1
)

医
師

の
処

遇
改

善

①
勤

務
時

間
の

弾
力

化
○

国
家

公
務

員
育

児
休

業
法

の
改

正
に

よ
る

育
児

短
時

間
勤

務
制

度
の

創
設

に
伴

い
、

給
与

及
び

勤
務

時
間

制
度

の
改

正
を

行
い

、
子

供
を

持
つ

女
性

医
師

等
が

働
き

続
け

ら
れ

る
環

境
の

改
善

②
給

与
（

諸
手

当
の

改
善

）
○

平
成

１
８

年
度

に
創

設
し

た
医

師
数

が
医

療
法

標
準

の
７

０
％

以
下

等
の

病
院

へ
の

緊
急

医
師

派
遣

制
度

に
よ

り
派

遣
さ

れ
た

医
師

に
対

す
る

医
師

派
遣

手
当

を
平

成
２

０
年

４
月

に
引

上
げ

ま
た

、
同

時
に

、
緊

急
医

師
派

遣
制

度
以

外
に

実
施

さ
れ

て
い

る
医

師
確

保
又

は
病

院
の

機
能

の
補

完
・

向
上

を
目

的
と

す
る

機
構

病
院

間
の

医
師

派
遣

の
活

用
を

図
る

た
め

、
医

師
派

遣
手

当
の

支
給

対
象

に
追

加
○

夜
間

の
手

術
・

分
娩

等
の

業
務

に
備

え
て

待
機

を
行

う
医

師
等

の
処

遇
の

改
善

を
図

る
た

め
、

救
急

呼
出

待
機

手
当

を
創

設
し

、
平

成
２

０
年

４
月

に
施

行
○

国
家

公
務

員
育

児
休

業
法

の
改

正
に

よ
る

育
児

短
時

間
勤

務
制

度
の

創
設

に
伴

い
、

給
与

及
び

勤
務

時
間

制
度

の
改

正
を

行
い

、
子

供
を

持
つ

女
性

医
師

等
が

働
き

続
け

ら
れ

る
環

境
の

改
善

を
行

っ
た

。
○

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

等
に

搭
乗

し
、

救
急

医
療

等
の

業
務

に
従

事
す

る
医

師
等

に
対

す
る

手
当

（
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
搭

乗
救

急
医

療
手

当
）

を
平

成
１

９
年

１
２

月
に

創
設

し
、

平
成

１
９

年
４

月
に

遡
っ

て
適

用
○

副
院

長
等

年
俸

制
の

医
師

の
業

績
年

俸
（

賞
与

）
に

つ
い

て
、

勤
務

成
績

の
優

秀
な

者
に

配
分

す
る

各
病

院
毎

の
額

を
平

成
１

８
年

度
比

で
１

．
７

倍
に

増
額

(
2
)

女
性

医
師

支
援

モ
デ

ル
事

業
の

実
施

女
性

医
師

が
子

育
て

を
し

な
が

ら
働

き
や

す
い

職
場

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
及

び
子

育
て

等
で

臨
床

現
場

か
ら

離
れ

て
い

る
女

性
医

師
に

対
し

て
復

職
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

女
性

医
師

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

に
「

女
性

医
師

支
援

モ
デ

ル
事

業
」

を
行

う
病

院
を

募
集

・
選

定
し

、
１

５
病

院
に

お
い

て
実

施
し

た
。

(
3
)

そ
の

他
、

。
○

医
師

の
給

与
そ

の
他

の
処

遇
に

つ
い

て
記

載
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
臨

床
研

修
医

や
大

学
等

の
関

係
機

関
へ

の
周

知
を

図
っ

た
ま

た
、

国
立

病
院

機
構

の
子

育
て

支
援

の
取

組
に

つ
い

て
記

載
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

女
性

医
師

等
へ

周
知

を
行

っ
た

。
こ

れ
ら

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

、
国

立
病

院
機

構
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

公
開

し
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

に
よ

り
広

く
入

手
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

○
平

成
１

８
年

度
に

医
師

確
保

が
困

難
な

国
立

病
院

機
構

病
院

で
の

診
療

に
あ

た
る

こ
と

を
希

望
し

た
定

年
予

定
医

師
が

引
き

続
き

勤
務

で
き

る
シ

ニ
ア

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

制
度

を
創

設
し

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
退

職
予

定
医

師
（

１
名

）
に

対
し

平
成

２
０

年
３

月
末

ま
で

勤
務

延
長

を
実

施
し

た
。

な
お

、
当

該
医

師
に

つ
い

て
、

平
成

２
１

年
３

月
末

ま
で

再
延

長
を

実
施

し
て

い
る

。
○

特
に

医
師

確
保

に
問

題
の

あ
る

病
院

に
つ

い
て

は
、

大
学

等
関

係
機

関
へ

の
医

師
派

遣
の

働
き

か
け

に
お

い
て

、
本

部
が

主
導

的
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

６
．

看
護

師
確

保
対

策
の

推
進

「
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
看

護
師

確
保

に
関

す
る

検
討

委
員

会
」

で
検

討
し

た
看

護
師

確
保

を
推

進
し

て
い

く
た

め
、

全
病

院
統

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
運

用
、

教
育

担
当

看
護

師
長

の
配

置
、

国
立

病
院

機
構

に
よ

る
実

習
指

導
者

講
習

会
の

開
催

、
奨

学
金

制
度

の
運

用
開

始
等

の
具

体
的

対
策

を
順

次
実

施
し

、
看

護
師

の
確

保
に

努
め

た
。

【
附

属
看

護
師

養
成

所
卒

業
生

の
国

立
病

院
機

構
病

院
へ

の
就

職
率

８
０

％
以

上
の

養
成

所
数

】
平

成
１

８
年

度
１

０
校

→
平

成
１

９
年

度
１

４
校

そ
の

他
に

、
(
1
)

急
性

期
医

療
を

提
供

し
て

い
る

病
院

と
慢

性
期

医
療

を
提

供
し

て
い

る
病

院
に

勤
務

し
て

い
る

看
護

師
と

が
病

院
間

交
流

研
修

を
行

い
、

実
際

の
現

場
で

体
験

し
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
看

護
師

確
保

困
難

病
院

が
担

っ
て

い
る

政
策

医
療

分
野

の
看

護
等

に
つ

い
て

も
興

味
を

持
た

せ
、

病
院

間
異

動
を

推
進

し
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

及
び

組
織

活
性

化
の

た
め

の
素

地
を

創
る

た
め

の
取

組
を

行
っ

た
。

(
2
)

新
規

採
用

者
に

お
け

る
看

護
大

学
を

卒
業

し
た

看
護

師
の

増
加

を
考

慮
し

、
独

自
に

大
学

卒
の

看
護

師
の

初
任

給
基

準
を

新
設

し
た

。

(
3
)

潜
在

看
護

師
に

対
す

る
離

職
後

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

解
消

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
最

近
の

看
護

の
動

向
な

ど
を

テ
ー

マ
と

し
た

公
開

講
座

や
講

習
会

を
積

極
的

に
実

施
し

、
平

成
２

０
年

４
月

に
は

、
当

該
参

加
者

か
ら

３
０

名
を

採
用

し
て

い
る

。

○
潜

在
看

護
師

を
対

象
と

し
た

研
修

会
･
講

習
会

実
施

回
数

・
・

・
・

２
０

病
院

２
５

回
１

８
８

名
参

加

○
附

属
看

護
師

養
成

所
の

公
開

講
座

の
開

催
回

数
（

再
掲

・
・

・
・

８
回

）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

７
．

障
害

者
雇

用
に

対
す

る
取

組
障

害
者

の
雇

用
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

３
５

年
法

律
第

１
２

３
号

）
に

基
づ

く
法

定
雇

用
率

（
常

用
労

働
者

に
対

し
て

２
．

１
％

）
を

達
成

す
べ

く
、

委
託

範
囲

や
、

業
務

分
担

の
見

直
し

等
に

よ
り

障
害

者
の

雇
用

に
努

め
た

結
果

、
障

害
者

雇
用

率
が

平
成

１
９

年
６

月
１

日
に

は
２

．
３

３
％

と
な

り
法

定
雇

用
率

を
達

成
し

、
平

成
２

０
年

４
月

１
日

現
在

で
２

．
４

２
％

で
あ

る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

8
0
：

療
養

介
助

職
配

置
病

院
〔

38
3

頁
〕

資
料

2
3
：

長
期

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

等
〔

1
2
9

頁
〕

資
料

8
1
：

研
修

実
施

状
況

〔
38

5
頁

〕
資

料
5
3
：

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
確

保
に

関
す

る
検

討
委

員
会

報
告

書
（

概
要

）
〔

2
6
4

頁
〕

資
料

8
2
：

豊
橋

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

潜
在

看
護

師
対

象
の

「
再

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

講
座

〔
4
0
4

頁
〕

資
料

8
3
：

国
立

病
院

機
構

の
医

師
処

遇
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「

け
っ

こ
う

い
い

ぞ
!
!

Ｎ
Ｈ

Ｏ
」

〔
4
0
7

頁
〕

資
料

8
4
：

国
立

病
院

機
構

の
子

育
て

支
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
子

育
て

中
の

み
な

さ
ま

へ
－

」
〔

4
1
9

頁
〕

②
人

員
に

係
る

指
標

②
人

員
に

係
る

指
標

②
人

員
に

係
る

指
標

１
．

技
能

職
の

削
減

（
再

掲
）

国
立

病
院

機
構

の
平

成
１

６
年

度
期

技
能

職
に

つ
い

て
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

、
１

４
３

人
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

１
４

３
人

を
削

減
す

る
計

画
の

と
こ

ろ
、

こ
れ

を
大

幅
に

上
回

る
２

６
３

人
の

純
減

を
図

っ
首

に
お

け
る

常
勤

職
員

数
を

４
６

，
６

の
純

減
を

図
る

。
た

。
０

７
人

と
す

る
も

の
の

、
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

は
、

医
療

ニ
ー

ズ

※
中

期
計

画
平

成
１

６
年

度
純

減
数

２
５

８
人

純
減

率
７

．
２

％
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
に

、
変

動
が

7
1
4

÷
5
＝

1
4
2
.
8

平
成

１
７

年
度

純
減

数
２

１
１

人
純

減
率

５
．

９
％

見
込

ま
れ

る
も

の
で

あ
り

、
中

期
目

標
△

人
人

平
成

１
８

年
度

純
減

数
２

３
６

人
純

減
率

６
．

６
％

の
期

間
中

に
お

い
て

は
、

適
正

な
人

員

平
成

１
９

年
度

純
減

数
２

６
３

人
純

減
率

７
．

３
％

配
置

等
に

よ
り

人
件

費
率

等
の

抑
制

に

計
純

減
数

９
６

８
人

純
減

率
２

７
．

０
％

(
純

減
数

９
６

８
人

／
Ｈ

１
６

’
期

首
３

，
５

８
７

人
)

努
め

る
。

特
に

、
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

７
１

４
人

（
※

）
の

純

減
を

図
る

。

※
平

成
１

５
年

度
の

技
能

職
員

定
員

数
の

２
割

相
当

（
参

考
）

中
期

目
標

の
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み

１
，

６
３

５
，

０
９

５
百

万
円

た
だ

し
、

上
記

の
額

は
、

役
員

報
酬

並

び
に

職
員

基
本

給
、

職
員

諸
手

当
、

超
過

勤
務

手
当

、
休

職
者

給
与

及
び

国
際

機
関

等
派

遣
職

員
給

与
に

相
当

す
る

範
囲

の
費

用
で

あ
る

。



-
8
7

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
８

整
理

合
理

化
計

画
等

に
基

づ
く

取
組

１
．

随
意

契
約

の
見

直
し

に
つ

い
て

平
成

１
８

年
８

月
に

会
計

規
程

の
改

正
を

行
い

、
同

年
１

０
月

か
ら

原
則

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
こ

と
と

し
、

随
意

契
約

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
基

準
を

国
の

会
計

法
令

に
準

じ
た

も
の

と
し

た
。

平
成

１
９

年
１

２
月

に
「

随
意

契
約

の
見

直
し

計
画

」
を

策
定

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
公

表
し

た
。

ま
た

、
平

成
２

０
年

１
月

以
降

予
定

価
格

が
１

０
０

万
円

（
賃

貸
借

契
約

は
８

０
万

円
）

以
上

の
契

約
に

つ
い

て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
表

す
る

と
と

も
に

、
内

部
監

査
を

通
じ

て
適

正
な

契
約

の
実

施
に

つ
い

て
徹

底
し

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
る

。

２
．

人
件

費
削

減
の

取
組

（
再

掲
）

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

並
び

に
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、

非
効

率
と

な
っ

て
い

る
病

棟
の

整
理

・
集

約
等

に
よ

り
収

益
に

見
合

っ
た

職
員

配
置

と
し

た
（

人
件

費
の

削
減

額
約

▲
5
,
6
7
7
百

万
円

）
。

一
方

で
、

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
専

門
病

棟
の

運
営

及
び

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

筋
ジ

ス
病

棟
等

に
お

け
る

療
養

介
護

事
業

等
国

の
制

度
の

創
設

や
改

正
に

伴
う

必
要

な
職

員
配

置
を

引
き

続
き

行
っ

た
。

ま
た

、
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

か
ら

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
低

下
を

招
か

な
い

よ
う

に
休

職
者

等
（

看
護

師
）

の
代

替
要

員
の

確
保

及
び

診
療

報
酬

施
設

基
準

の
維

持
・

取
得

に
つ

い
て

実
質

配
置

に
よ

る
必

要
な

職
員

配
置

を
行

っ
た

（
政

策
的

人
件

費
の

増
加

額
約

1
0
,
5
4
7
百

万
円

）
。

さ
ら

に
、

平
成

１
９

年
度

に
お

け
る

給
与

改
定

分
と

し
て

約
2
1
億

円
の

増
が

あ
り

、
常

勤
職

員
の

人
件

費
は

前
年

度
と

比
較

し
て

約
7
0
億

の
増

と
な

っ
て

い
る

。
平

成
１

８
年

度
平

成
１

９
年

度
人

件
費

3
0
5
,
9
5
7
百

万
円

→
3
1
2
,
96

8
百

万
円

（
7
,
0
1
1
百

万
円

）
平

成
１

９
年

度
給

与
改

定
分

を
除

く
と

3
1
0
,
8
2
7
百

万
円

（
4
,
8
7
7
百

万
円

）
な

お
、

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

し
た

率
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
と

な
っ

た
。

平
成

１
８

年
度

実
績

５
８

．
１

％
→

平
成

１
９

年
度

決
算

５
７

．
４

％
（

平
成

１
９

年
度

計
画

５
８

．
２

％
）

３
．

民
間

競
争

入
札

に
よ

る
医

業
未

収
金

の
支

払
案

内
等

業
務

委
託

に
つ

い
て

公
共

サ
ー

ビ
ス

改
革

基
本

方
針

（
平

成
１

９
年

１
２

月
２

４
日

閣
議

決
定

）
に

従
い

、
平

成
２

０
年

度
よ

り
、

医
業

未
収

金
の

支
払

案
内

業
務

等
に

つ
い

て
、

民
間

事
業

者
の

創
意

工
夫

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

た
め

「
競

争
の

導
入

に
よ

る
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

改
革

に
関

す
る

法
律

」
に

、
基

づ
き

、
市

場
化

テ
ス

ト
に

よ
る

民
間

競
争

入
札

を
行

い
、

１
４

６
病

院
中

８
２

病
院

が
業

務
委

託
す

る
予

定
で

あ
り

、
こ

の
た

め
の

入
札

公
告

を
平

成
２

０
年

３
月

２
８

日
に

行
っ

た
。

４
．

保
有

資
産

の
主

な
有

効
活

用
に

つ
い

て
再

編
成

に
よ

り
廃

止
し

た
旧

国
立

弟
子

屈
病

院
跡

地
に

つ
い

て
は

、
当

面
、

国
立

病
院

機
構

と
し

て
利

用
す

る
計

画
が

な
い

こ
と

か
ら

、
北

海
道

弟
子

屈
町

の
依

頼
に

基
づ

き
、

平
成

２
０

年
３

月
に

公
園

用
地

と
し

て
売

却
し

、
そ

の
売

却
費

に
つ

い
て

は
、

機
構

移
行

時
に

承
継

さ
れ

た
国

時
代

の
財

政
融

資
資

金
等

過
去

債
務

（
7
,
4
7
1
億

円
）

の
返

済
等

に
充

当
し

た
。

（
参

考
）

売
却

面
積

１
２

，
５

１
４

．
３

４
㎡

売
却

金
額

３
３

，
５

６
９

，
０

４
４

円



-
8
8

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会

と
し

て
の

評
定

理
由

）
技

能
職

に
つ

い
て

平
成

１
６

年
度

期
首

に
対

し
て

２
７

．
０

％
減

少
し

（
平

成
１

６
～

１
）

、
。

、
９

年
度

９
６

８
人

純
減

、
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
て

着
実

な
進

展
が

あ
っ

た
。

技
能

職
の

削
減

に
つ

い
て

は
中

期
計

画
を

上
回

っ
て

進
展

し
て

い
る

医
師

不
足

看
護

師
不

足
の

折
か

ら
、

医
師

確
保

に
向

け
た

処
遇

改
善

等
の

取
組

や
看

護
師

確
保

対
。

。
［

数
値

目
標

］
策

の
推

進
を

評
価

す
る

障
害

者
雇

用
に

つ
い

て
も

法
定

雇
用

率
の

達
成

を
評

価
す

る
・

技
能

職
に

つ
い

て
中

期
目

標
期

間
中

に
７

１
４

名
の

純
減

・
平

成
１

６
年

度
期

首
に

対
し

て
２

７
．

０
％

減
少

し
た

（
平

成
１

６
～

１
９

年
度

９
６

８
人

純
減

（
業

務
実

績
８

５
頁

参
照

）
）。

（
各

委
員

の
評

定
理

由
）

［
評

価
の

視
点

］
・

中
期

計
画

は
上

回
っ

て
い

る
。

・
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
す

る
た

め
に

、
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
従

実
績

：
○

・
人

件
費

等
の

削
減

は
順

調
で

あ
る

。
事

者
を

適
切

に
配

置
し

て
い

る
か

。
・

医
師

派
遣

手
当

、
救

急
呼

出
待

機
手

当
等

の
医

師
の

処
遇

の
改

善
に

努
め

た
（

業
務

実
績

・
所

期
の

成
果

を
得

て
い

る
が

、
国

民
が

求
め

る
医

療
と

合
致

し
て

い
る

か
検

証
す

る
。

ま
た

、
適

正
な

人
員

配
置

等
に

よ
り

人
件

費
等

の
抑

制
に

努
め

て
い

る
か

。
８

４
頁

参
照

）
必

要
が

あ
る

。
・

看
護

師
確

保
の

具
体

的
対

策
を

検
討

す
る

た
め

委
員

会
で

検
討

し
た

看
護

師
確

保
を

推
進

・
効

率
の

徹
底

と
安

全
・

満
足

と
は

二
律

背
反

で
あ

り
、

十
分

に
考

慮
す

る
必

要
が

あ
し

て
い

く
た

め
の

具
体

的
対

策
を

順
次

実
施

し
（

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

奨
学

金
る

。
、

貸
与

学
生

が
国

立
病

院
機

構
に

就
職

し
て

い
る

）
看

護
師

確
保

に
努

め
た

（
業

務
実

績
８

・
医

師
不

足
、

看
護

師
不

足
の

折
か

ら
、

医
師

確
保

に
向

け
た

処
遇

や
待

遇
の

改
善

、
。

４
頁

参
照

）
看

護
師

確
保

対
策

の
推

進
を

評
価

す
る

。
・

障
害

者
雇

用
の

法
定

雇
用

率
を

超
え

た
雇

用
の

達
成

を
評

価
す

る
。

・
技

能
職

等
の

職
種

に
つ

い
て

は
、

業
務

の
簡

素
化

・
迅

速
化

、
ア

ウ
ト

ソ
ー

実
績

：
○

・
医

師
や

看
護

師
の

研
修

さ
ら

に
適

正
配

置
や

処
遇

に
関

し
て

改
善

の
努

力
が

な
さ

れ
シ

ン
グ

化
等

に
よ

る
効

率
化

を
図

り
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

・
技

能
職

に
つ

い
て

平
成

１
６

年
度

期
首

に
対

し
て

２
７

．
０

％
減

少
し

（
平

成
１

６
～

１
て

お
り

、
技

能
職

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
に

も
努

め
、

人
事

の
妥

当
な

効
率

化
が

図
ら

に
向

け
て

取
り

組
み

、
着

実
に

進
展

し
て

い
る

か
。

９
年

度
９

６
８

人
純

減
、

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

て
着

実
な

進
展

が
あ

っ
た

（
業

務
れ

て
い

る
。

）
。

実
績

８
５

頁
参

照
）

・
障

害
者

雇
用

に
関

し
て

も
、

法
定

雇
用

率
に

達
し

て
い

る
。

・
も

う
一

歩
の

努
力

で
あ

り
、

評
価

は
Ａ

が
妥

当
。

・
良

質
な

人
材

の
確

保
、

育
成

・
能

力
開

発
、

人
事

評
価

等
に

つ
い

て
、

適
切

実
績

：
○

・
技

能
職

に
つ

い
て

平
成

1
6
年

度
期

首
に

対
し

て
累

計
で

2
7
.
0
％

削
減

し
、

中
期

計
画

に
行

う
よ

う
シ

ス
テ

ム
の

確
立

を
図

っ
て

い
る

か
。

・
障

害
者

雇
用

に
つ

い
て

は
、

委
託

範
囲

や
業

務
分

担
の

見
直

し
等

に
よ

る
雇

用
促

進
の

取
の

数
値

目
標

を
上

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
組

に
よ

り
、

平
成

１
９

年
６

月
１

日
現

在
に

お
い

て
障

害
者

雇
用

率
が

２
．

３
３

％
と

な
・

人
件

費
削

減
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

こ
の

他
、

病
棟

の
整

理
や

集
約

等
に

よ
り

、
効

り
、

障
害

者
の

雇
用

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
３

５
年

法
律

第
１

２
３

号
）

に
基

率
的

な
人

員
体

制
と

し
、

上
位

基
準

を
取

得
す

る
等

、
着

実
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

づ
き

民
間

法
定

雇
用

率
１

．
８

％
よ

り
高

い
、

法
定

雇
用

率
２

．
１

％
を

達
成

し
た

（
業

・
障

害
者

雇
用

率
2
.
3
3
％

と
な

り
法

定
雇

用
率

を
達

成
し

て
お

り
評

価
で

き
る

。
。

務
実

績
８

５
頁

参
照

）
・

技
能

職
の

人
件

費
削

減
は

中
期

目
標

を
上

回
っ

た
。

・
有

為
な

人
材

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
、

理
事

長
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
理

事
及

び
・

技
能

職
の

削
減

に
つ

い
て

、
中

期
目

標
を

上
回

る
実

績
を

上
げ

て
い

る
。

各
院

長
が

、
所

属
す

る
職

員
の

研
修

の
必

要
性

を
把

握
し

、
研

修
の

計
画

を
立

て
実

施
し

・
障

害
者

雇
用

に
つ

い
て

、
法

定
雇

用
率

を
上

回
る

水
準

を
維

持
し

て
い

る
。

継
続

し
た

（
業

務
実

績
８

３
頁

参
照

）
た

取
組

を
期

待
し

た
い

。
。

・
人

員
の

適
正

配
置

等
順

調
に

進
ん

で
い

る
。

（
そ

の
他

の
意

見
）

・
病

院
機

能
の

向
上

や
収

益
増

の
た

め
、

必
要

な
人

員
は

増
員

す
べ

き
で

あ
る

。
・

技
能

職
削

減
が

も
た

ら
す

マ
イ

ナ
ス

面
を

見
据

え
、

健
全

な
適

正
化

を
進

め
て

ほ
し

い
。

・
諸

手
当

に
よ

る
医

師
処

遇
改

善
が

使
命

感
を

支
え

得
る

内
容

に
な

っ
て

い
る

か
医

師
向

け
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
て

は
ど

う
か

。
同

様
に

女
性

医
師

支
援

モ
デ

ル
事

業
１

５
病

院
に

お
け

る
実

態
調

査
で

チ
ー

ム
体

制
へ

の
影

響
及

び
ス

タ
ッ

フ
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
問

題
が

浮
上

し
て

い
な

い
か

等
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
て

は
ど

う
か

。
・

未
収

金
の

民
間

競
争

入
札

導
入

の
来

年
度

の
成

果
に

期
待

す
る

一
方

で
、

悪
質

な
取

り
立

て
に

な
ら

な
い

こ
と

を
期

待
す

る
。

・
総

人
件

費
を

適
切

に
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
な

か
で

医
療

水
準

の
維

持
向

上
を

図
る

観
点

か
ら

、
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

の
確

保
の

た
め

処
遇

改
善

の
み

な
ら

ず
、

あ
ら

ゆ
る

面
の

検
討

、
対

策
の

実
施

を
要

望
す

る
（

病
院

は
医

師
、

看
護

師
が

い
な

け
れ

ば
崩

壊
す

る
。

。）


